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一

蘇
軾
詩
注
解
（
三
十
四
）

西　

岡　
　
　

淳

蔡　
　
　
　
　

毅

中　
　
　

裕　

史

中　
　
　

純　

子

原　

田　

直　

枝

（
南
山
読
蘇
会
）

中
国
宋
代
の
詩
人
蘇
軾
の
以
下
の
作
品
に
つ
い
て
注
解
を
施
す
。
括
弧
内
の
数
字
は
東
北
大
学
中
国
文
学
研
究
室
作
成
『
蘇
東
坡

詩
作
品
表
』
に
よ
る
通
し
番
号
。

壺
中
の
九
華
の
詩　

幷
び
に
引
（
二
〇
二
一
）

江
西
一
首
（
二
〇
二
三
）

秧
馬
の
歌　

幷
び
に
引
（
二
〇
二
四
）

鬱
孤
台
（
二
〇
二
六
）

塵
外
亭
（
二
〇
二
八
）

天
竺
寺　

幷
び
に
引
（
二
〇
二
九
）
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二

大
庾
嶺
を
過
ぐ
（
二
〇
三
〇
）

建
封
寺
に
宿
り
、
暁
に
尽
善
亭
に
登
り
て
韶
石
を
望
む　

三
首
（
二
〇
三
一
〜
二
〇
三
三
）

月
華
寺
（
二
〇
三
四
）

二
〇
二
一
（
施
三
五
―
一
）

壺
中
九
華
詩　

幷
引

壺こ

中ち
ゆ
う

の
九き
ゆ
う

華か

の
詩し　

幷な
ら

び
に
引い
ん

湖
口
人
李
正
臣
蓄
異
石
九
峯
、
玲

宛
轉
若
窗
櫺
然
、
予
欲
以
百
金
買
之
、
與
仇
池
石
爲
偶
、
方
南
遷
、
未
暇
也
、
名
之

曰
壺
中
九
華
、
且
以
詩
紀
之
、

湖こ

口こ
う

の
人ひ
と　

李り

正せ
い

臣し
ん　

異い

石せ
き

の
九き
ゆ
う

峰ほ
う

な
る
を
蓄た
く
わ

う
。
玲れ
い

瓏ろ
う

宛え
ん

転て
ん

と
し
て
窓そ
う

櫺れ
い

の
若ご
と

く
然し
か

り
。
予よ　

百ひ
や
く

金き
ん

を
以も
つ

て
之こ
れ

を

買か

い
、
仇き
ゆ
う

池ち

石せ
き

と
偶ぐ
う

を
為な

さ
ん
と
欲ほ
つ

す
。
南な
ん

遷せ
ん

す
る
に
方あ
た

り
て
、
未い
ま

だ
暇い
と
ま

あ
ら
ざ
る
な
り
。
之こ
れ

を
名な

づ
け
て
壺こ

中ち
ゆ
う

の

九き
ゆ
う

華か

と
曰い

う
。
且か

つ
詩し

を
以も
つ

て
之こ
れ

を
紀し
る

す
。

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。
時
に
恵
州
（
広
東
省
）
へ
謫
遷
さ
れ
る
途
上
、
江
州
（
江
西
省
）
に
在
っ
た
。

○
壺
中　

壺
中
天
の
こ
と
。
後
漢
の
費
長
房
が
市
場
役
人
を
し
て
い
た
と
き
、
薬
売
り
の
老
人
が
、
商
売
が
す
む
と
店
頭
に
掛
け
て
い
た

壺
の
な
か
に
い
つ
も
飛
び
込
ん
で
姿
を
消
し
た
。
費
長
房
は
老
人
に
頼
ん
で
い
っ
し
ょ
に
壺
に
入
れ
て
も
ら
う
と
、
な
か
に
は
別
天
地
が

ひ
ろ
が
っ
て
い
た
と
い
う
故
事
（『
後
漢
書
』
費
長
房
伝
）
に
よ
る
。
○
九
華　

池
州
（
安
徽
省
）
の
九
華
山
。
も
と
九
子
山
と
い
う
名

で
あ
っ
た
の
を
李
白
が
九
華
山
と
改
め
た
。
李
白
「
九
子
山
を
改
め
て
九
華
山
と
為な

す
聯
句　

幷
び
に
序
」（『
李
太
白
全
集
』
巻
二
五
）

の
序
に
、「
青
陽
県
の
南
に
九
子
山
有
り
、
山
の
高
さ
数
千
丈
、
上
に
九
峰
有
り
て
蓮
花
の
如
し
」
と
あ
る
。
劉
禹
錫
「
九
華
山　

幷
び

に
引
」（『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
巻
二
六
）
の
引
に
、「
九
華
山
は
池
州
の
青
陽
県
の
西
南
に
在
り
。
九
峰　

秀
を
競
い
、
神
采　

奇
異
な
り
」
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三

と
あ
り
、
詩
に
「
九
華
山
、
九
華
山
、
自
お
の
ず
から
是こ

れ
造
化
の
一
尤ゆ
う

物ぶ
つ

、
焉い
ず
くん
ぞ
能よ

く
人じ
ん

間か
ん

に
籍せ
き

甚じ
ん

た
ら
ん
や
」（
籍
甚
は
、
名
声
や
評
判
が

高
い
こ
と
）と
あ
る
。
○
湖
口　

江
州（
江
西
省
）の
県
名
。
彭ほ
う

蠡れ
い

湖こ

の
ほ
と
り
に
位
置
す
る
こ
と
に
ち
な
む
。
○
李
正
臣　

字
は
端
彦
。

文ぶ
ん

思し

院い
ん

使し

（
皇
帝
の
た
め
に
工
芸
品
の
装
飾
な
ど
を
担
う
役
所
の
役
人
）
と
な
っ
た
。
花
竹
禽
鳥
な
ど
の
絵
画
に
巧
み
で
あ
っ
た
（『
宣

和
画
譜
』
巻
一
九
）。
○
異
石
九
峰　

晁
補
之
「
李
正
臣
が
怪
石
の
詩
の
後
に
書
す
」（『
鶏
肋
集
』
巻
三
三
）
に
、「
湖
口
の
李
正
臣
、
世

よ
怪
石
を
收
め
て
数
十
百
に
至
る
。
初
め
正
臣　

一
石
の
高
き
こ
と
五
尺
に
し
て
状さ
ま

異
な
る
こ
と
甚
し
き
を
蓄
う
。
東
坡
先
生　

恵
州
に

謫
せ
ら
れ
し
と
き
、
過よ
ぎ

り
て
之
に
題
し
て
壺
中
の
九
華
と
云
う
、
其
の
一
山
に
九
峰
あ
る
を
謂
う
な
り
」
と
あ
る
。
○
玲
瓏　

多
く
の
複

雑
な
孔
穴
の
あ
る
美
し
い
石
の
さ
ま
。
双
声
の
語
。
白
居
易
「
太
湖
に
泛う
か

び
事
を
書
し
て
微び

之し

に
寄
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻

二
四
）
に
、「
澗か
ん

雪せ
つ

圧
す
る
こ
と
多
く　

松
は
偃え
ん

蹇け
ん

、
巖
泉
滴し
た
たる

こ
と
久
し
く　

石
は
玲れ
い

瓏ろ
う

」
と
あ
る
。
○
宛
転　

く
ね
く
ね
と
曲
が
る

さ
ま
。
こ
こ
で
は
、
石
の
形
状
が
変
化
に
富
む
よ
う
す
。
畳
韻
の
語
。
○
窓
櫺　

れ
ん
じ
。
ま
ど
の
格
子
。
○
仇
池
石　

蘇
軾
が
揚
州
知

事
で
あ
っ
た
と
き
に
、
嶺
南
か
ら
還
っ
た
知
人
か
ら
贈
ら
れ
た
石
。
作
品
番
号
一
九
二
六
の
詩
（『
蘇
軾
詩
注
解
』
二
十
五
）
を
参
照
。

○
以
詩
紀
之　

詩
に
記
し
て
覚
え
と
す
る
こ
と
。
こ
の
と
き
蘇
軾
は
同
行
し
た
息
子
の
蘇
過
に
も
詩
を
作
ら
せ
た
。
そ
の
詩
は
、「
湖
口

の
人　

李
正
臣　

異
石
の
広こ
う

袤ぼ
う

尺せ
き

余よ

に
し
て
九
峰
玲
瓏
な
る
を
蓄
う
。
老
人　

之
を
名
づ
け
て
壺
中
の
九
華
と
曰
う
。
且か

つ
詩
を
以
て
之

を
紀し
る

し
、
過か

に
命
じ
て
継
い
で
作
ら
し
む
」（『
斜
川
集
』
巻
一
）
で
あ
る
。

　

湖
口
の
人
で
あ
る
李
正
臣
は
、
九
つ
の
峰
の
あ
る
珍
し
い
石
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ
は
多
く
の
穴
が
あ
い
て
い
て
形
は
変
化

に
富
み
、
窓
の
れ
ん
じ
の
よ
う
で
あ
る
。
わ
た
し
は
大
枚
を
は
た
い
て
購
入
し
、
わ
が
家
の
仇
池
石
と
一
対
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
、
南
へ
と
謫
遷
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
暇い
と
ま

も
な
い
。「
壺
中
の
九
華
」
と
名
付
け
て
、
い
ま
詩
に
記
し
て
お
く
。

１　

淸
溪
電
轉
失
雲
峯　
　
　

清せ
い

渓け
い　

電
い
な
ず
ま

の
ご
と
く
転て
ん

じ
て　

雲う
ん

峰ぽ
う

を
失う
し
な

い

２　

裏
猶
驚
翠
掃
空　
　
　

夢む

裏り

に
猶な

お
驚お
ど
ろ

く　

翠み
ど
り　

空そ
ら

を
掃は
ら

う
を

３　

五
嶺
莫
愁
千

外　
　
　

五ご

嶺れ
い　

千せ
ん

嶂し
よ
う

の
外そ
と

を
愁う
れ

う
る
莫な

か
れ
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四

４　

九
華
今
在
一
壺
中　
　
　

九き
ゆ
う

華か　

今い
ま　

一い
つ

壺こ

の
中う
ち

に
在あ

り

５　

天
池
水
落
層
層
見　
　
　

天て
ん

池ち　

水み
ず

落お

ち
て　

層そ
う

層そ
う

と
し
て
見み

え

６　

玉
女
窗
虛
處
處
通　
　
　

玉ぎ
よ
く

女じ
よ　

窓ま
ど

虚う
つ

ろ
に
し
て　

処し
よ

処し
よ

通つ
う

ず

７　

念
我
仇
池
太
孤
絕　
　
　

我わ

が
仇き
ゆ
う

池ち

の
太は
な
は

だ
孤こ

絶ぜ
つ

な
る
を
念ね
ん

じ
て

８　

百
金
歸
買
碧
玲
　
　
　

百ひ
や
く

金き
ん　

帰か
え

ら
ん
と
き　

碧へ
き

玲れ
い

瓏ろ
う

を
買か

わ
ん

１
○
清
渓
一
句　

一
句
は
、
続
集
で
は
「
我
家
岷
蜀
最
高
峰
」
に
作
る
。
電
転
は
、
稲
妻
の
よ
う
に
早
い
動
き
を
い
う
。
杜
甫
「
酔
い
て

馬
よ
り
墜お

つ
る
を
為な

す
、
諸
公　

酒
を
携
え
て
相あ
い

看
る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
八
）
に
、「
粉ふ
ん

堞ち
よ
う
　

電
い
な
ず
まの

ご
と
く
転て
ん

ず　

紫し

游ゆ
う

の
韁た
ず
な、

東
の
か
た
平へ
い

岡こ
う

の
天
壁
を
出い

づ
る
を
得
た
り
」（
粉
堞
は
、
白
壁
ぬ
り
の
城
の
女ひ
め

墻が
き

。
天
壁
は
、
崖
壁
の
直
立
す
る
さ
ま
）
と
あ
る
。
雲

峰
は
、
雲
の
か
か
る
山
峰
。
謝
霊
運
「
従
弟
の
恵け
い

連れ
ん

に
酬む
く

ゆ
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
五
）
に
、「
瘵や
ま
いに
寝い

ね
て
人
徒
を
謝
し
、
跡あ
と

を
滅け

し
て

雲
峰
に
入
る
」
と
あ
る
。
２
○
翠
掃
空　

青
い
山
が
空
を
掃
い
清
め
ん
ば
か
り
に
聳
え
る
こ
と
。
李
白
「
淮
陰
に
て
懐お
も
いを
書
き
て
王
宋
城

に
寄
す
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
一
三
）
に
「
雲
天　

掃
う
て
空く
う

碧へ
き

、
川
岳　

涵ひ
た

し
て
余
清
」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
秀
州
報ほ
う

本ほ
ん

禅ぜ
ん

院い
ん

の
鄉鄉
き
よ
う

僧そ
う

文も
ん

長ち
よ
う

老ろ
う

の
方
丈
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
四
四
九
頁
）
に
「
蜀
し
よ
く

叟そ
う

に
逢
う
毎ご
と

に
談
じ
て
日
を
終お

え
、
便す
な
わち

覚お
ぼ

ゆ　

峨が

眉び　

翠み
ど
り　

空
を
掃
う
を
」
と
あ
る
。
３
○
五
嶺　

江
西
省
の
南
か
ら
湖
南
省
の
南
を
経
て
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
の
北
東
ま
で
連
な
る
南
嶺
山
脈

の
山
々
。
あ
る
い
は
、
五
嶺
に
至
る
峠
の
道
を
い
う
。
杜
甫
「
李
十
二
白
に
寄
す　

二
十
韻
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
八
）
に
「
五
嶺　

炎え
ん

蒸じ
よ
うの

地
、
三さ
ん

危き　

放ほ
う

逐ち
く

の
臣
」（
三
危
は
、
舜
が
三さ
ん

苗び
よ
うの

種
族
を
放
逐
し
た
山
の
名
）
と
あ
る
。
○
千
嶂　

幾
重
に
も
連
な
る
び
ょ
う
ぶ

状
の
山
峰
。
劉
長
卿
「
横
山
の
顧
山
人
が
草
堂
に
過よ
ぎ

る
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
一
四
八
）
に
「
只
だ
見
る　

山
の
相あ
い

掩お
お

う
を
、
誰
か
言
わ

ん　

路み
ち

尚
お
通
ず
と
、
人
は
来き

た
る　

千
嶂
の
外
、
犬
は
吠
ゆ　

百
花
の
中
」
と
あ
る
。
４
○
九
華
一
句　

九
華
・
壺
中
に
つ
い
て
は
詩

題
の
注
を
参
照
。
一
句
は
、
大
い
な
る
九
華
山
も
こ
の
奇
石
の
中
に
そ
の
ま
ま
収
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
思
い
、
宇
宙
の
小
さ
さ
を
感
じ
た

こ
と
を
い
う
。
５
○
天
池
一
句　

天
池
は
、
天
空
に
あ
る
大
き
な
池
。『
荘
子
』
逍
遥
遊
篇
に
、「
南
冥
と
は
、
天
池
な
り
」
と
あ
る
。『
太

平
御
覧
』
巻
四
六
に
引
く
「
九
華
山
録
」
に
、「
山
の
上
に
池
塘
数
畝
・
水
田
千
石
有
り
…
…
其
の
水　

流
洩
し
て
龍
池
と
為
り
、
溢
れ
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五

て
瀑
泉
と
為
り
て
龍
潭
に
入
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
上
か
ら
水
が
流
れ
る
よ
う
な
石
の
よ
う
す
を
、
九
華
山
に
見
立
て
て
い
る
。
○

層
層　

幾
重
に
も
重
な
る
さ
ま
。
劉
禹
錫
「
竹
枝
詞　

幷
び
に
引
」
そ
の
九
（『
劉
禹
錫
集
箋
証
』
巻
二
七
）
に
、「
山
上
層
層
た
り　

桃

李
の
花
、
雲
間
の
煙
火　

是
れ
人
家
な
り
」
と
あ
る
。
６
○
玉
女
一
句　

玉
女
は
、
仙
女
。
王
延
寿
「
魯ろ

の
霊れ
い

光こ
う

殿で
ん

の
賦　

幷
び
に
序
」

（『
文
選
』
巻
一
一
）
に
「
神
仙　

棟
間
に
岳が
く

岳が
く

と
し
て
、
玉
女　

窓
を
闚う
か
がい
て
下か

視し

す
」
と
あ
る
。「
窓
虚
」
は
、
続
集
で
は
「
窓
明
」

に
作
る
。
７
○
仇
池　

仇
池
石
の
こ
と
。
詩
題
の
注
を
参
照
。
８
○
百
金
一
句　

建
中
靖
国
元
年
（
一
一
〇
一
）、
蘇
軾
は
罪
を
許
さ
れ

て
北
へ
帰
る
際
、
再
び
こ
の
石
を
買
お
う
と
湖
口
に
立
ち
寄
っ
た
が
、
す
で
に
石
は
好
事
家
に
持
ち
去
ら
れ
て
い
た
。「
予　

昔
、
壺
中

の
九
華
の
詩
を
作
る
。
其
の
後
八
年
、
復ま

た
湖
口
に
過よ
ぎ

れ
ば
、
則
ち
石
は
已
に
好
事
者
の
取
り
去
る
と
こ
ろ
と
為
る
。
乃
ち
前
韻
に
和
し

て
以
て
自
ら
解と

く
と
云
う
」
詩
（『
合
注
』
巻
四
五
）
は
、そ
れ
を
詠
じ
た
も
の
。
晁
補
之
「
李
正
臣
が
怪
石
の
詩
の
後
に
書
す
」（
前
掲
）

に
も
そ
の
事
情
が
記
さ
れ
る
。
玲
瓏
は
、
詩
題
の
注
を
参
照
。「
碧
玲
瓏
」
は
、
続
集
で
は
「
小
玲
瓏
」
に
作
る
。

　

清
ら
か
な
谷
川
は
（
私
が
乗
る
舟
を
浮
か
べ
て
）
雷
い
な
ず
ま

の
走
る
よ
う
に
流
れ
、
雲
の
か
か
る
廬
山
の
峰
々
も
す
で
に
見
え
な
い

が
、
夢
の
な
か
で
は
な
お
翠
の
山
々
が
空
高
く
聳
え
て
い
る
こ
と
に
驚
く
。
こ
れ
か
ら
赴
く
五
嶺
が
千
の
山
並
み
の
向
こ
う
と
嘆

く
こ
と
も
あ
る
ま
い
、
大
き
な
山
の
連
な
る
九
華
山
で
さ
え
こ
の
小
宇
宙
に
収
ま
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

　
（
壺
中
の
九
華
は
）
天
空
の
高
み
に
あ
る
池
か
ら
水
が
次
か
ら
次
へ
と
流
れ
る
よ
う
で
、
仙
女
の
覗
く
窓
が
あ
ち
こ
ち

0

0

0

0

で
あ
い

て
い
て
、
向
こ
う
が
見
通
せ
る
。
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
我
が
仇
池
石
が
不
憫
な
の
で
、（
北
へ
）
帰
る
際
に
は
大
枚
を
は
た
い
て
こ

の
目
に
も
あ
や
な
碧
の
石
を
買
い
た
い
も
の
だ
。
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六

二
〇
二
三
（
施
三
五
―
二
）

江
西
一
首

　

江こ
う

西せ
い

一い
つ

首し
ゆ

１　

江
西
山
水
眞
吾
邦　
　
　

江こ
う

西せ
い

の
山さ
ん

水す
い　

真ま
こ
と

に
吾わ

が
邦く
に

２　

白
沙
翠
竹
石
底
江　
　
　

白は
く

沙さ

・
翠す
い

竹ち
く　

石せ
き

底て
い

の
江か
わ

３　

舟
行
十
里
磨
九
　
　
　

舟し
ゆ
う

行こ
う

十じ
ゆ
う

里り　

九き
ゆ
う

滝ろ
う

を
磨み
が

き

４　

篙
聲
犖
确
相
舂
　
　
　

篙こ
う

声せ
い

犖ら
く

确か
く

と
し
て
相あ
い

舂し
よ
う

撞と
う

す

５　

醉
卧
欲
醒
聞
淙
淙　
　
　

酔す
い

卧が　

醒さ

め
ん
と
欲
し
て
淙そ
う

淙そ
う

を
聞き

き

６　

直
欲
一
口
吸
老
　
　
　

直た
だ

ち
に
一い
つ

口こ
う

に
老ろ
う

龐ほ
う

に
吸す

わ
し
め
ん
と
欲ほ
つ

す

７　

何
人
得
雋
窺
魚
矼　
　
　

何な
ん

人び
と

か
雋し
ゆ
ん

を
得え

ん
と
魚ぎ
よ

矼こ
う

を
窺う
か
が

い

８　

舉
叉
絕
叫叫
尺
鯉
雙　
　
　

叉さ

を
挙あ

げ
て
絶ぜ
つ

叫き
よ
う

す　

尺せ
き

鯉り

双な
ら

ぶ
と

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
こ
の
詩
は
、
す
べ
て
の
句
が
上
平
三
の
江
の
韻
を
踏
む
柏
梁
体
で
あ
る
。
江
西
は
、
い
ま
の
江
西
省
南
昌
。
蘇
轍
に
「
子し

瞻せ
ん

が
江
西
に

次
韻
す
」
詩
（『
欒
城
後
集
』
巻
一
）
が
あ
る
。

１
○
江
西
一
句　

白
居
易
「
代か
わ

り
て
春
に
贈
る
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
六
）
に
、「
山
は
晴せ
い

嵐ら
ん

を
吐
き　

水
は
光
を
放
つ
、
辛し
ん

夷い　

花は
な

白し
ろ

く　

柳
り
ゆ
う

梢せ
い

黄き

な
り
。
但
だ
知
る　

江
西
の
意
を
作な

す
莫な

く
ん
ば
、
風
景
何な

曽ん

ぞ
帝
鄉鄉
に
異こ
と

な
ら
ん
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
江
西
の
自

然
が
蘇
軾
の
故
郷
蜀
を
想
わ
せ
る
こ
と
を
い
う
。
２
○
白
沙
一
句　

白
沙
・
翠
竹
は
、
白
い
沙
と
緑
の
竹
。
杜
甫
が
成
都
を
詠
じ
た
「
南

隣
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
）
の
「
白
沙
・
翠
竹　

江
村
の
暮く

れ
、
相あ
い

送
れ
ば
柴
門
に
月
色
新あ
ら

た
な
り
」
を
踏
ま
え
る
。
石
底
江
は
、
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七

水
底
の
石
が
み
え
る
清
ら
か
な
川
の
流
れ
を
い
う
。
柳
宗
元
「
小
丘
の
西
の
小
し
よ
う

石せ
き

潭た
ん

に
至
る
記
」（『
柳
河
東
集
』
巻
二
九
）
に
「
竹
を
伐き

り
道
を
取う

る
や
、下
に
小
さ
き
潭
水
見あ
ら
われ
、水
尤も
つ
とも
清
洌
な
り
。
全
石
以
て
底
と
為
し
、近
岸
は
石
底
を
巻
き
て
以
て
出い

だ
す
」
と
あ
る
。

３
○
舟
行
一
句　

瀧ろ
う

は
、
早
瀬
の
こ
と
。
欧
陽
修
「
後
漢
桂け
い

陽よ
う

の
周
府
君
の
碑
」（『
集
古
録
跋
尾
』
巻
三
）
に
、「
桂
陽
の
真
水
・
盧
渓
・

曹
渓
の
諸
水
、
皆
な
武
水
と
合
流
す
。
其
の
俗
に
、
水
の
湍た
ん

峻し
ゆ
んな
る
を
謂
い
て
瀧
と
為
す
」
と
あ
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
江
西
ノ
江

ハ
、
瀬
ガ
多
（
キ
）
程
ニ
、
十
里
ノ
間
ニ
九
里
ハ
滝
デ
有
（
ル
）
ゾ
。
滝
ニ
水
ガ
ス
ク
ナ
ウ
テ
、
船
ガ
ス
リ
コ
ク
ル
ゾ
。
サ
テ
、
磨
ト
云

（
フ
）
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
一
の
三
）
と
あ
る
。
４
○
篙
声
一
句　

篙
声
は
、
舟
を
こ
ぐ
竹
竿
の
音
。
犖
确
は
、
石
が
ご
ろ
ご
ろ
と
多

い
さ
ま
。
畳
韻
の
語
。
こ
こ
で
は
、篙
が
川
底
の
石
に
あ
た
る
音
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
韓
愈
「
山
石
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
三
）
に
、

「
山
石
犖ら
く

确か
く

と
し
て
行こ
う

径け
い

微び

な
り
、
黄
昏こ
ん　

寺
に
到
っ
て
蝙へ
ん

蝠ぷ
く

飛
ぶ
」
と
あ
る
。
舂
撞
は
、
ぶ
つ
か
る
さ
ま
。
韓
愈
「
瀧
吏
」
詩
（『
韓
昌

黎
集
』
巻
六
）
に
、「
南な
ん

行こ
う　

六
旬
を
逾こ

え
、
始
め
て
昌
し
よ
う

楽ら
く

の
瀧ろ
う

を
下く
だ

る
、
険
悪　

状た
と

う
べ
か
ら
ず
、
船せ
ん

と
石せ
き　

相あ
い

舂
撞
す
」
と
あ
る
。

５
○
淙
淙　

さ
ら
さ
ら
と
水
が
流
れ
る
音
。
陶
淵
明
「
従
弟
敬け
い

遠え
ん

を
祭
る
文
」（『
陶
淵
明
集
』
巻
七
）
に
、「
淙
淙
た
る
懸け
ん

溜り
ゆ
う、

曖あ
い

曖あ
い

た

る
荒
林
」（
懸
溜
は
、
滝
の
こ
と
）
と
あ
る
。
６
○
直
欲
一
句　
「
直
」
は
、
施
注
と
宋
本
の
あ
る
テ
キ
ス
ト
で
は
「
真
」
に
作
る
が
、
合

注
に
し
た
が
う
。
龐
は
、
唐
の
襄
じ
よ
う

州し
ゆ
う

居
士
龐ほ
う

薀う
ん

（
字
は
道
玄
）
の
こ
と
。
江
西
に
行
っ
た
龐
薀
が
、
い
か
な
る
存
在
と
も
同
じ
次
元
に

は
い
な
い
者
に
つ
い
て
馬
祖
に
問
う
た
際
に
、
馬
祖
が
「
汝
が
一
口
に
西
江
の
水
を
吸
い
尽
く
す
を
待
っ
て
、
即
ち
汝
に
向
か
っ
て
道い

わ

ん
」
と
述
べ
た
故
事
（『
景け
い

徳と
く

伝で
ん

燈と
う

録ろ
く

』
巻
八
・
襄
州
居
士
龐
薀
の
条
）
に
よ
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
、「
老
龐
ハ
、坡
自
（
ラ
）
比
（
ス

ル
）
ゾ
。
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
此
ノ
水
ノ
淙
々
然
ト
ナ
ル
ハ
、
我
レ
ヲ
悟
ラ
セ
ウ
ト
テ
、
サ
ラ
メ
ク
ゲ
ナ
ト
云
（
フ
）
心
ゾ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
蘇
軾
は
、
自
ら
を
龐
薀
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
７
○
何
人
一
句　

得
雋
は
、
敵
の
猛
将
を
捕
ら
え
る
こ
と
（『
春
秋
左
氏
伝
』

荘
公
十
一
年
）。
後
に
大
魚
を
捕
獲
す
る
意
味
と
な
る
。
韓
愈
「
魚
を
叉さ

し
て
張
ち
よ
う

功こ
う

曹そ
う

を
招
く
」
詩
（『
韓
昌
黎
集
』
巻
九
）
に
、「
多
き

を
競
う
て
心
転う
た

た
細さ
い

、
雋
を
得
て　

語　

時
に
囂
か
ま
び
すし

」
と
あ
る
。
矼
は
、
石
を
積
ん
で
作
っ
た
橋
。
飛
び
石
。『
爾
雅
』
釈
宮
に
、「
石
杠　

之
を
徛徛き

と
謂
う
」
と
あ
り
、郭
璞
の
注
に
、「
石
を
水
中
に
聚あ
つ

め
て
以
て
歩ほ

渡と

彴し
や
くと

為
す
な
り
」（
彴
は
、橋
の
こ
と
）
と
あ
る
。
魚
矼
は
、

魚
を
捕
ら
え
る
た
め
石
を
並
べ
た
も
の
。
王
注
（
趙
次
公
）
に
、「
石
を
聚あ
つ

め
て
水
を
渉
る
を
矼
と
曰
う
。
今　

魚
矼
と
言
う
は
、
蓋
し

石
を
聚
め
て
魚す
な
どる
処
に
抵あ

つ
る
な
り
」
と
あ
る
。
８
○
叉　

や
す
。
さ
す
ま
た
。
魚
な
ど
を
刺
し
取
る
道
具
。
○
絶
叫　

大
声
で
叫
ぶ
こ
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八

と
。『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
、「（
袁え
ん

躭た
ん

）
馬う
ま

を
投
げ
て
絶
叫
し
、
旁か
た
わら
に
人
無
き
が
若ご
と

し
」
と
あ
る
。
○
尺
鯉
雙　

一
尺
（
約
三
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
大
き
さ
の
二
匹
の
鯉
。「
飲い
ん

馬ば

長ち
よ
う

城じ
よ
う

窟く
つ

行こ
う

」（『
文
選
』
巻
二
七
）
に
、「
客　

遠
方
従よ

り
来き

た
り
、
我
に
雙
鯉
魚
を

遺お
く

る
。
児
を
呼
び
て
鯉
魚
を
烹に

れ
ば
、
中
に
尺せ
き

素そ

の
書
有
り
」
と
あ
る
。

　

江
西
の
山
水
は
ま
こ
と
に
我
が
故
郷
さ
な
が
ら
に
、
白
い
砂
と
緑
の
竹
に
（
囲
ま
れ
て
）
石
の
上
を
流
れ
ゆ
く
川
。
船
が
十
里

す
す
む
間
に
九
つ
も
の
早
瀬
に
も
ま
れ
、
船
棹
が
岩
を
衝つ

い
て
が
く
が
く

0

0

0

0

と
音
を
た
て
る
。

　

酔
い
か
ら
覚
め
か
け
て
さ
ら
さ
ら

0

0

0

0

と
い
う
川
の
流
れ
が
耳
に
入
っ
た
。
こ
の
老
い
た
龐ほ
う

薀う
ん

に
江
西
の
川
を
た
だ
ち
に
一
口
で
吸

わ
せ
（
て
悟
ら
せ
）
よ
う
と
い
う
の
だ
。
誰
か
が
大
物
を
獲
ろ
う
と
魚
よ
せ
の
飛
び
石
を
窺
い
、
や
す
0

0

を
掲
げ
て
一
尺
の
鯉
が
二

匹
だ
と
大
声
で
叫
ん
で
い
る
。

 

（
担
当　

中　

純
子
）

二
〇
二
四
（
施
注
三
五
―
三
）

秧
馬
歌
幷
引

秧お
う

馬ば

の
歌う
た　

幷な
ら

び
に
引い
ん

過
廬
陵
見
宣
德
郞
致
仕
曾
君
安
止
、
出
所
作
禾
譜
、
文
既
溫
雅
、
事
亦
詳
實
、
惜
其
有
所
缺
、
不
譜
農
器
也
、
予
昔

遊
武
昌
、
見
農
夫
皆
騎
秧
馬
、
以
楡
棗
爲
腹
欲
其
滑
、
以
楸
桐
爲
背
欲
其
輕
、
腹
如
小
舟
昂
其
首
尾
、
背
如
覆
瓦
以

便
兩
髀
、
雀
躍
於
泥
中
、
繫
束
藁
其
首
以
縛
秧
、
日
行
千
畦
、
較
之
傴
僂
而
作
者
、
勞
佚
相
絕
矣
、
史
記
禹
乘
四
載
、

泥
行
乘
橇
、
解
者
曰
、
橇
形
如
箕
、
擿
行
泥
上
、
豈
秧
馬
之
類
乎
、
作
秧
馬
歌
一
首
、
附
於
禾
譜
之
末
云
、

廬ろ

陵り
よ
うに

過よ
ぎ

り
て
宣せ
ん

徳と
く

郎ろ
う

致ち
　
し仕

曾そ
う

君く
ん

安あ
ん

止し

に
見ま
み

ゆ
る
に
、
作つ
く

る
所と
こ
ろの

『
禾か

譜ふ

』
を
出い

だ
す
。
文ぶ
ん

は
既す
で

に
温お
ん

雅が

に
し
て
、
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九

事こ
と

も
亦ま

た
詳
し
よ
う

実じ
つ

な
り
。
惜お

し
む
ら
く
は
其そ

の
缺か

く
る
所
と
こ
ろ

有あ

り
て
、
農の
う

器き

を
譜ふ

せ
ざ
る
な
り
。
予よ　

昔む
か
し　

武ぶ

昌し
よ
うに
遊あ
そ

び

し
と
き
、
農の
う

夫ふ

の
皆み

な
秧お
う

馬ば

に
騎の

る
を
見み

る
。
楡ゆ

棗そ
う

を
以も
つ

て
腹は
ら

と
為な

し
て
其そ

の
滑な
め

ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
欲ほ
つ

し
、
楸
し
ゆ
う

桐ど
う

を
以も
つ

て
背せ

と
為な

し
て
其そ

の
軽か
ろ

や
か
な
ら
ん
こ
と
を
欲ほ
つ

す
。
腹は
ら

は
小こ

舟ぶ
ね

の
如ご
と

く
其そ

の
首し
ゆ

尾び

を
昂あ

げ
、
背せ

は
覆ふ
く

瓦が

の
如ご
と

く

以も
つ

て
両
り
よ
う

髀ひ

に
便べ
ん

な
り
。
泥で
い

中ち
ゆ
うに

雀
じ
や
く

躍や
く

し
、
束そ
く

藁こ
う

を
其そ

の
首く
び

に
繫か

け
て
以も
つ

て
秧お
う

を
縛ば
く

し
、
日ひ

に
千せ
ん

畦け
い

を
行ゆ

く
。
之こ
れ

を

傴う
　
る僂

し
て
作な

す
者も
の

に
較く
ら

ぶ
る
に
、
労ろ
う

佚い
つ

相あ
い

絶ぜ
つ

せ
り
。『
史し

記き

』
に
、
禹う　

四し

載さ
い

に
乗の

る
、
泥で
い

行こ
う

に
は
橇そ
り

に
乗の

る
と
。

解か
い

す
る
者も
の

曰い
わ

く
、
橇そ
り

の
形か
た
ちは
箕み

の
如ご
と

し
、
泥で
い

上じ
よ
うに
擿て
き

行こ
う

す
と
。
豈あ

に
秧お
う

馬ば

の
類る
い

な
ら
ん
乎か

。
秧お
う

馬ば

の
歌う
た

一い
つ

首し
ゆ

を
作つ
く

り

て
『
禾か

譜ふ

』
の
末す
え

に
附ふ

す
と
云い

う
。

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
秧
馬　

田
植
え
の
と
き
に
人
が
乗
っ
て
な
え
の
植
え
付
け
を
す
る
農
具
。『
三
才
圖
會
』
器
用
十
一
巻
な
ら
び
に
『
農
政
全
書
』
巻

二
一
収
載
の
圖
を
参
照
。
蘇
軾
は
「
秧
馬
の
歌
の
後
に
題
す　

四
首
」
そ
の
四
（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
八
）
に
、「
吾
れ
嘗
て
湖
北
に
在
り

し
と
き
、
農
夫
の
秧
馬
を
用
い
て
泥
中
を
行
く
を
見
る
。
極
め
て
便
な
り
。
頃こ
の
ご
ろ来

、
江
西
に
て
「
秧
馬
の
歌
」
を
作
り
て
以
て
人
に
教
う

る
も
、
従
う
者
有
る
こ
と
罕ま
れ

な
り
」
と
嘆
じ
て
い
る
。
○
廬
陵　

今
の
江
西
省
吉
安
市
。
広
東
に
向
か
っ
て
贛
江
を
遡
る
途
中
に
あ
る
。

〇
宣
徳
郎　

官
名
。
散
官
二
九
階
の
第
一
九
階
で
、
正
七
品
下
の
官
位
（『
宋
史
』
職
官
志
）。
〇
致
仕　

官
を
辞
す
。
〇
曾
君
安
止　

字
あ
ざ
な

は
移
忠
。『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
一
〇
「
禾
譜
五
巻
」
の
条
に
、「
安
止
は
熙
寧
の
進
士
、
嘗
て
彭
澤
の
令
為た

り
」
と
あ
る
。
〇
禾
譜　
『
宋

史
』藝
文
志
に
、「
曾
安
止「
禾
譜
」五
巻
」と
あ
る
。
〇
武
昌　

蘇
軾
は
、黄
州
に
在
っ
た
元
豊
三
年（
一
〇
八
〇
）か
ら
七
年（
一
〇
八
四
）

の
間
に
武
昌
（
湖
北
省
）
を
た
び
た
び
訪
れ
て
い
る
。
○
楡
棗　

ニ
レ
と
ナ
ツ
メ
。
〇
楸
桐　

ヒ
サ
ギ
と
キ
リ
。
〇
覆
瓦　

瓦
で
覆
う
こ

と
。
〇
両
髀　

農
夫
の
両
方
の
も
も
。
○
雀
躍　

雀
が
踊
る
よ
う
に
両
足
を
自
在
に
動
か
す
こ
と
。『
荘
子
』
在
宥
篇
に
、「
雲う
ん

将し
よ
う
　

東
に

遊
び
、
扶
揺
の
枝
を
過
ぎ
て
、
適た
ま

た
ま
鴻こ
う
も
う濛
に
遭
う
。
鴻
濛
は
方ま
さ

に
将ま
さ

に
脾
を
拊う

ち
雀
躍
し
て
遊
ぶ
」
と
あ
る
。
○
束
藁　

束
ね
た
藁
。

○
千
畦　

畦
は
、
五
十
畝
（
一
畝
は
宋
代
で
は
五
・
六
六
ア
ー
ル
）。
○
傴
僂　

か
が
む
。
背
中
を
丸
め
る
。
〇
労
佚　

苦
労
と
安
楽
。
○

禹
乗
四
載　
『
史
記
』
夏
本
紀
に
、「（
禹
）
陸
行
に
は
車
に
乗
り
、
水
行
に
は
船
に
乗
り
、
泥
行
に
は
橇
に
乗
り
、
山
行
に
は
檋き
よ
くに

乗
る
」
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一
〇

と
あ
り
、
蘇
軾
は
こ
れ
を
禹
乗
四
載
と
い
っ
て
い
る
。
〇
解
者　

前
掲
『
史
記
』
の
集
解
に
引
く
孟も
う

康こ
う

の
注
を
い
う
。
〇
附
於
『
禾
譜
』

之
末　

前
掲
『
直
斎
書
録
解
題
』
に
、「（
東
坡
）
禾
譜
を
謂
い
て
、「
文
は
既
に
温
雅
に
し
て
事
も
亦
た
詳
実
な
り
。
惜
し
む
ら
く
は
其

の
農
器
を
譜
せ
ざ
る
な
り
」
と
。
故
に
此
の
歌
を
以
て
之
に
附
せ
り
」
と
あ
る
。
ま
た
「
禾
譜
五
巻
」
に
続
く
「
農
器
譜
三
巻
続
二
巻
」

の
条
に
、「
耒
陽
の
令　

曾そ
う

之し

謹き
ん

撰
。
安
止
の
姪て
つ
そ
ん孫
な
り
。
東
坡
の
歌
を
作
り
し
意
を
追
述
し
て
此
の
篇
を
為
す
」
と
あ
る
。
〇
こ
の
歌

は
上
平
声
八
斉
の
韻
を
も
っ
て
毎
句
に
押
韻
す
る
。

　

廬
陵
ま
で
来
た
と
き
に
、
宣
徳
郎
を
も
っ
て
官
を
辞
し
た
曾
安
止
君
に
会
っ
た
。
曾
君
は
自
ら
ま
と
め
た
『
禾
譜
』
を
取
り
出

し
た
。
そ
の
文
章
は
穏
や
か
で
品
が
あ
り
、事
物
も
詳
し
く
正
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
惜
し
い
こ
と
に
些
か
足
り
な
い
点
が
あ
っ

て
、
農
機
具
を
採
録
し
て
い
な
い
。
わ
た
し
は
昔
、
武
昌
に
遊
ん
だ
お
り
に
、
農
夫
が
み
な
秧
馬
に
乗
っ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
滑
ら
か
に
す
る
た
め
に
楡
や
棗
で
そ
の
腹
を
作
り
、
軽
く
す
る
た
め
に
楸
や
桐
で
そ
の
背
を
作
っ
て
あ
る
。
腹
は
小
舟

の
よ
う
に
前
部
と
後
部
が
あ
が
っ
て
い
る
し
、
背
は
瓦
を
葺
い
た
よ
う
に
な
っ
て
い
て
跨
が
り
や
す
い
。
泥
の
中
で
自
在
に
動
く

こ
と
が
で
き
、
藁
束
を
そ
の
首
に
か
け
て
な
え
を
縛
っ
て
い
て
、
一
日
に
千
畦
を
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
腰
を
か
が
め
て
す
る
田

植
え
と
比
べ
る
と
、
片
や
重
労
働
、
こ
ち
ら
は
安
楽
で
か
け
離
れ
て
い
る
。『
史
記
』
の
「
禹
乗
四
載
」
の
く
だ
り
に
は
「
泥
中

を
行
く
に
は
橇
に
乗
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
注
し
て
「
橇
の
形
は
箕
の
よ
う
で
、
泥
を
か
き
わ
け
て
進
む
」
と
い
う
。
こ
れ
は
秧

馬
の
類
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
秧
馬
の
歌
一
首
を
作
っ
て
、『
禾
譜
』
の
末
尾
に
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

１　

春
雲
濛
濛
雨
淒
淒　
　
　

春し
ゆ
ん

雲う
ん　

濛も
う

濛も
う　

雨あ
め　

淒せ
い

淒せ
い

２　

春
秧
欲
老
翠
剡
齊　
　
　

春し
ゆ
ん

秧お
う　

老お

い
ん
と
欲ほ
つ

し
て　

翠す
い

剡え
ん

は
斉ひ
と

し

３　

嗟
我
婦
子
行
水
泥　
　
　

嗟あ
あ　

我わ

が
婦ふ

し子　

水す
い

泥で
い

を
行ゆ

く

４　

朝
分
一
壟
暮
千
畦　
　
　

朝あ
し
た

に
一い
ち
ろ
う壟

を
分わ

か
ち　

暮く
れ

に
千せ
ん

畦け
い
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一
一

５　

腰
如

篌
首
啄
雞　
　
　

腰こ
し

は
箜こ
う

篌こ
う

の
如ご
と

く　

首こ
う
べ

は
啄た
く

鶏け
い

６　

筋
煩
骨
殆
聲
酸
嘶　
　
　

筋き
ん

煩わ
ず
ら

わ
し
く　

骨ほ
ね

殆あ
や

う
く
し
て　

声こ
え

は
酸さ
ん

嘶せ
い

７　

我
有
桐
馬
手
自
提　
　
　

我わ
れ

に
桐ど
う

馬ば

有あ

り　

手て

自み
ず
か

ら
提さ

ぐ

８　

頭
尻
軒
昂
腹
脇
低　
　
　

頭と
う

尻こ
う

は
軒け
ん

昂こ
う

し
て
腹ふ
く

脇き
よ
う

は
低た

る

９　

背
如
覆
瓦
去
角
圭　
　
　

背せ

は
覆ふ
く

瓦が

の
如ご
と

く
角か
く

圭け
い

を
去さ

る

10　

以
我
兩
足
爲
四
蹄　
　
　

我わ

が
両り
よ
う

足あ
し

を
以も
つ

て
四し

蹄て
い

と
為な

す

11　

聳
踊
滑
汰
如
鳬
鷖　
　
　

聳し
よ
う

踊よ
う

滑か
つ

汰た
い

し
て
鳬ふ

鷖え
い

の
如ご
と

く

12　

纖
纖
束
藁
亦
可
齎　
　
　

繊せ
ん

繊せ
ん

た
る
束そ
く

藁こ
う

も
亦ま

た
齎も
た
ら

し
む
る
べ
し

13　

何
用
繁
纓
與
⺼
題　
　
　

何な
ん

ぞ
繁は
ん

纓え
い

と
月げ
つ

題だ
い

と
を
用も
ち

い
ん

14　

卻
從
畦
東
走
畦
西　
　
　

却か
え

っ
て
畦け
い

東と
う

従よ

り
畦け
い

西せ
い

に
走は
し

る

15　

山
城
欲
閉
聞
鼓
鼙　
　
　

山さ
ん

城じ
よ
う　

閉と

じ
ん
と
欲ほ
つ

し
て
鼓こ

鼙へ
い

を
聞き

く

16　

忽
作
的
盧
躍
檀
溪　
　
　

忽た
ち
ま

ち
的て
き

盧ろ

の
檀だ
ん

渓け
い

に
躍お
ど

る
を
作な

す

17　

歸
來
挂
壁
從
高
棲　
　
　

帰か
え

り
来き

た
り
て
壁か
べ

に
挂か

け
て
高た
か

く
棲す

む
に
従ま
か

す

18　

了
無
芻
秣
飢
不
啼　
　
　

了つ
い

に
芻す
う

秣ま
つ

無な

き
も
飢う

え
て
啼な

か
ず

19　

少
壯
騎
汝
逮
老
黧　
　
　

少し
よ
う

壮そ
う

よ
り
汝な
ん
じ

に
騎の

り
て
老ろ
う

黧れ
い

に
逮お
よ

ぶ

20　

何
曾
蹶
軼
防
顚
隮　
　
　

何な
ん

ぞ
曽か
つ

て
蹶け
つ

軼て
つ

し
て
顚て
ん

隮せ
い

を
防ふ
せ

が
ん

21　

錦
韉
公
子
朝
金
閨　
　
　

錦き
ん

韉せ
ん

の
公こ
う

子し　

金き
ん

閨け
い

に
朝ち
よ
う

す

22　

笑
我
一
生
蹋
牛
犂　
　
　

我わ

が
一い
つ

生し
よ
う

牛ぎ
ゆ
う

犂り

を
踏ふ

む
こ
と
を
笑わ
ら

う

23　

不
知
自
有
木
駃
騠　
　
　

自
お
の
ず
か

ら
木も
く

駃け
つ

騠て
い

有あ

る
を
知し

ら
ず
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一
二

１
○
春
雲
一
句　

濛
濛
は
、
う
す
ぐ
ら
い
さ
ま
。『
詩
経
』
豳
風
「
東
山
」
に
、「
我
れ
来
た
る
に
東
自よ

り
す
、
零
雨　

其
れ
濛
た
り
」
と

あ
る
。
淒
淒
は
、
ひ
や
や
か
な
さ
ま
。『
詩
経
』
鄭
風
「
風
雨
」
に
、「
風
雨　

淒
淒
た
り
、
鶏
鳴　

喈か
い

喈か
い

た
り
」
と
あ
る
。
白
居
易
「
雨

を
賀
す
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
）
に
は
、「
昼
夜
三
日
雨
ふ
り
、
淒
淒
復ま

た
濛
濛
」
と
あ
る
。
２
○
翠
剡　

剡
は
、
鋭
い
こ
と
。

ま
た
、切
っ
先
。
杜
甫
「
行
官
張ち
よ
う

望ぼ
う　

稲と
う

畦け
い

の
水
を
補
い
て
帰
る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
九
）
に
、「
芊せ
ん

芊せ
ん

と
し
て　

翠
羽　

炯け
い

た
り
、

剡
剡
と
し
て　

銀
漢
に
生
ず
」
と
あ
る
。
３
４
○
嗟
我
・
朝
分
二
句　

嗟
は
、
嘆
き
悲
し
む
声
。『
詩
経
』
豳
風
「
七
月
」
に
、「
嗟あ
あ　

我

が
婦
子
よ
、
曰こ
こ

に
改
歳
を
為
さ
ん
と
す
」
と
あ
る
。
壟
は
、
う
ね
。
畦
は
引
の
注
を
参
照
。
白
居
易
「
足
る
を
知
る
の
吟　

崔
十
八
が
未

だ
貧
な
ら
ず
の
作
に
和
す
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
二
二
）
に
、「
一
壟
の
田
を
種う

え
ず
、
倉
中
に
余
粟ぞ
く

有
り
」
と
あ
る
。『
四
河
入
海
』

巻
二
四
の
四
に
引
く
瑞
渓
周
鳳
の
「

説
」
は
、「
此
レ
以
下
ノ
二
句
ハ
蓋
シ
尋
常
ナ
ル
農
家
ノ
秧
ヲ
挿
ス
ノ
労
ヲ
言
フ
ナ
リ
。
或
イ
ハ

一
壠
ヲ
分
カ
チ
、
或
イ
ハ
千
畦
ヲ
分
カ
チ
テ
、
各
オ
ノ
秧
ヲ
種う

エ
使
ム
ル
乎か

」
と
解
し
て
い
る
。
５
〇
腰
如
一
句　

箜
篌
は
、
ハ
ー
プ
に

似
た
楽
器
。
啄
鶏
は
、地
面
の
餌
を
啄
む
鶏
。
６
○
筋
煩
一
句　

煩
は
、つ
か
れ
る
こ
と
。
曹
植
「
洛
神
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
九
）
に
、

「
日
は
既
に
西
に
傾
き
、
車
は
殆
う
く
馬
は
煩つ
か

る
」
と
あ
る
。
ま
た
左
思
「
招
隠
詩　

二
首
」
そ
の
一
（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
、「
躊
躇

し
て
足
力
煩つ
か

れ
、
聊い
さ
さか
吾
が
簪
を
投
ぜ
ん
と
欲
す
」
と
あ
り
、
そ
の
李
善
注
に
、「
世
務
に
労く
る

し
み
促せ
ま

ら
れ
、
故
に
足
力
煩つ
か

れ
て
殆
う
し
」

と
あ
る
。
酸
嘶
は
、
苦
し
み
う
な
る
こ
と
。
杜
甫
「
家
無
き
別
れ
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
七
）
に
、「
我
れ
を
生
み
て
力
を
得
ず
、
終
身　

両ふ
た

つ
な
が
ら
酸
嘶
す
」
と
あ
る
。
７
○
我
有
一
句　

以
下
は
蘇
軾
が
秧
馬
を
用
い
る
農
民
の
立
場
を
借
り
て
い
う
。
桐
馬
は
、
秧
馬
の
こ

と
。
８
○
軒
昂　

高
く
あ
が
る
さ
ま
。
韓
愈
「
南
山
の
詩
」（『
韓
昌
黎
集
』
巻
一
）
に
、「
崎き

嶇く

と
し
て
軒
昂
た
る
に
上の
ぼ

れ
ば
、
始
め
て

観
覧
の
豊
か
な
る
を
得
た
り
」
と
あ
る
。
９
○
角
圭　

圭
（
た
ま
）
の
と
が
っ
た
か
ど
。
圭
角
に
同
じ
。
韓
愈
「
石
鼎
聯
句
」（『
韓
昌
黎

集
』
巻
二
一
）
に
、「
磨ま

礱ろ
う

し
て
圭
角
を
去
り
、
浸
潤
し
て
光
精
を
著あ
ら
わす

」
と
あ
る
。
11
○
聳
踊
一
句　

聳
踊
は
、
お
ど
り
あ
が
る
こ
と
。

『
隋
書
』
音
楽
志
下
に
、「
又
た
大
鯨
魚
の
霧
を
噴ふ

い
て
日
を
翳か
げ

ら
し
む
る
有
り
、
倏
し
ゆ
く

忽こ
つ

と
し
て
化
し
て
黄
龍
と
成
る
。
長
さ
は
七
八
丈
、

聳
踊
し
て
出
づ
」
と
あ
る
。
滑
汰
は
、
滑
る
こ
と
。
滑
る
よ
う
に
進
む
こ
と
。
滑か
つ

澾た
つ

に
同
じ
。
皮
日
休
「
呉
中
に
て
雨
に
苦
し
む
。
因
り

て
一
百
韻
を
書
し
て
魯ろ

望ぼ
う

に
寄
す
」（『
全
唐
詩
』
巻
六
〇
九
）
に
、「
蓋
檐
は
低
く
首
を
礙さ
ま
たげ

、
蘚
地
は
足
を
滑
澾
せ
し
む
」
と
あ
る
。

鳬
は
、
か
も
。
鷖
は
、
か
も
め
。『
詩
経
』
大
雅
「
鳬
鷖
」
に
、「
鳬
鷖　

涇
に
在
り
、
公
尸　

来
た
り
燕え
ん

し
来
た
り
寧
ん
ず
」
な
ど
と
う
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一
三

た
わ
れ
る
。
杜
甫
「
渼び

陂は

行
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
三
）
に
、「
鳬
鷖　

散
乱
し
て　

棹と
う

謳お
う　

発
し
、
糸
管　

啁
ち
ゆ
う

啾し
ゆ
うし
て　

空
翠　

来
た
る
」

と
あ
る
。
12
○
繊
繊
一
句　

繊
繊
は
、
細
い
さ
ま
。
杜
甫
「
絶
句
漫
興　

九
首
」
そ
の
八
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
）
に
、「
舎
西
の
柔
桑　

葉
拈つ

む
可
し
、
江
畔
の
細
麦　

復ま

た
繊
繊
た
り
」
と
あ
る
。
13
○
何
用
一
句　

繁
纓
は
、
馬
の
飾
り
。
繁
は
、
腹
帯
。
纓
は
、
む
な
が
い
。

『
礼
記
』
礼
器
に
、「
大
路
（
天
を
祭
る
時
に
天
子
の
乗
る
車
）
は
繁
纓
一
就
（
五
色
の
糸
で
織
り
あ
げ
た
飾
り
紐
一
す
じ
）」
と
あ
る
。

月
題
は
、
馬
の
額
に
つ
け
る
飾
り
。『
荘
子
』
馬
蹄
篇
に
、「
夫そ

れ
之
に
加ほ
ど
こす
に
衡こ
う

扼や
く

（
車
の
横
木
と
頸
木
）
を
以
て
し
、
之
を
斉ひ
と

し
く
す

る
に
月
題
を
以
て
す
」
と
あ
り
、陸
徳
明
『
経
典
釈
文
』
に
司
馬
彪
と
崔
譔
を
引
い
て
、「
馬
の
額
上
の
当
顱
の
月
の
如
き
形
な
る
者
な
り
」

と
解
し
て
い
る
の
に
従
う
。
14
〇
却　

宋
本
と
施
注
お
よ
び
王
注
に
は
朅
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
合
注
に
従
う
。
15
○
鼓

鼙　

軍
中
で
用
い
る
太
鼓
。
こ
こ
で
は
日
暮
れ
時
に
打
つ
太
鼓
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
、「
言
（
フ
コ
コ
ロ
）
ハ
、
山
城
暮
レ
ン
ト
欲
ス

ル
時
分
、
暮
鼓
ヲ
打
（
ツ
）
ゾ
」
と
あ
る
の
に
従
う
。
杜
甫
「
渓か
わ

に
泛う

か
ぶ
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
）
に
、「
濁だ
く

醪ろ
う　

自
ら
初
め
て
熟

す
、
東
城　

鼓
鼙
多
し
」
と
あ
る
。
16
〇
忽
作
一
句　

的
盧
は
、
劉
備
の
愛
馬
。
劉
表
の
追
っ
手
に
迫
ら
れ
て
檀
渓
の
水
中
に
落
ち
込
ん

だ
時
に
、劉
備
が
励
ま
す
と
、的
盧
は
一
跳
び
に
三
丈
も
跳
ん
で
危
機
を
脱
し
た
と
い
う（『
三
国
志
』蜀
書
・
先
主
伝
に
引
く
裴
松
之
注
）。

17
○
帰
来
一
句　

従
は
、
ま
か
す
。
杜
甫
「
西
閣
を
離
れ
ず　

二
首
」
そ
の
一
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
八
）
に
、「
学
を
失
す
る
は
愚
子
に

従ま
か

せ
、
家
無
き
は
老
身
に
任
す
」
と
あ
る
。
高
棲
は
、
俗
世
間
を
逃
れ
て
静
か
に
暮
ら
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
（
壁
に
掛
け
ら
れ
て
）
高
み

に
棲
む
こ
と
。
18
〇
芻
秣　

馬
の
飼
料
。
ま
ぐ
さ
。
19
〇
老
黧　

黧
は
、
黄
色
を
帯
び
た
黒
。
や
つ
れ
た
顔
色
の
形
容
。
杜
甫
「
王お
う

二
十
四
侍じ

御ぎ
よ

契け
い

に
贈
る　

四
十
韻
」（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
三
）
に
、「
会
面　

嗟あ
あ　

黧
黒
な
り
、
悽
を
含
み
て
苦
辛
を
話
す
」
と
あ
る
。

20
〇
何
曽
一
句　

蹶
軼
は
、つ
ま
ず
く
こ
と
。
軼
は
施
注
に
は
跌
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
顚
隮
は
、落
ち
る
こ
と
。『
尚
書
』微
子
に
、

「
今　

爾な
ん
じ　

予わ
れ

に
顚
隮
を
告
ぐ
る
指む
ね

無
し
、
之
を
若い

何か
ん

せ
ん
」
と
あ
り
、
孔
安
国
の
伝
に
、「
顚
は
隕お

つ
、
隮
は
墜お

つ
」
と
あ
る
。
宋
本
と

施
注
お
よ
び
王
注
に
は
擠
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
合
注
に
従
う
。
21
〇
錦
韉
一
句　

錦
韉
は
、
鞍
の
下
に
あ
て
る
美
し
い

敷
物
。
岑
参
「
衛え
い

節せ
つ

度ど

が
赤
驃
馬
の
歌
」（『
全
唐
詩
』
巻
一
九
九
）
に
、「
紅
纓　

紫
鞚こ
う

（
お
も
が
い
）　

珊
瑚
の
鞭
、
玉
鞍　

錦
韉　

黄

金
の
勒ろ
く

（
く
つ
わ
）」
と
あ
る
。
金
閨
は
、
漢
代
の
金
馬
門
の
別
称
。
学
士
の
詰
め
所
が
あ
っ
た
。
江
淹
「
別
れ
の
賦
」（『
文
選
』
巻

一
六
）
に
、「
金
閨
の
諸
彦
、
蘭
台
の
群
英
」
と
あ
り
、
李
善
注
に
「
金
閨
は
、
金
馬
門
な
り
」
と
あ
る
。
22
〇
牛
犂　

牛
に
引
か
せ
る
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一
四

す
き
。
23
〇
駃
騠　

駿
馬
。『
漢
書
』
匈
奴
伝
上
に
、「
奇
畜
」
す
な
わ
ち
す
ぐ
れ
た
家
畜
と
し
て
「
槖た
く

佗だ

、
驢
、
驘ら

、
駃
騠
、
騊と
う
よ

、

驒て
ん

奚け
い

」
が
列
挙
さ
れ
て
い
て
、
顔
師
古
の
注
に
、「
駃
騠
は
俊
馬
な
り
。
生
ま
れ
て
七
日
に
し
て
其
の
母
を
超
ゆ
」
と
あ
る
。

　

春
の
雲
が
ど
ん
よ
り
た
ち
こ
め
て
雨
が
し
と
し
と
降
り
か
か
り
、
稲
の
苗
が
育
っ
て
緑
の
先
端
が
揃
っ
て
き
た
。
あ
あ
憐
れ
、

農
民
の
女
性
や
子
ど
も
が
泥
田
を
行
く
、
広
い
田
で
朝
方
も
夕
方
も
区
分
け
を
し
て
各
お
の
が
苗
を
植
え
る
。
箜
篌
の
よ
う
に
腰

を
曲
げ
、
餌
を
つ
い
ば
む
鶏
の
よ
う
に
頭
を
突
き
出
し
て
、
身
体
じ
ゅ
う
が
疲
れ
果
て
て
声
も
か
す
れ
る
ほ
ど
辛
そ
う
だ
。

　

わ
た
し
に
は
桐
で
作
っ
た
手
で
提
げ
る
こ
と
の
で
き
る
馬
が
あ
る
、
頭
と
尻
が
高
く
、
腹
部
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
背
は
瓦
で

覆
っ
た
よ
う
に
丸
み
が
あ
り
、自
分
の
両
足
を
四
本
の
足
と
し
て
馬
を
動
か
す
。
水
鳥
が
踊
る
よ
う
に
泥
の
中
を
進
み
、苗
を
縛
っ

て
お
く
し
な
や
か
な
藁
た
ば
も
馬
の
飾
り
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
腹
帯
や
む
な
が
い
、
額
の
飾
り
物
な
ど
は
無
用
の
こ
と
。

　
（
こ
の
馬
が
）
田
の
東
か
ら
西
へ
と
動
き
回
っ
て
い
る
う
ち
に
、（
日
暮
れ
時
に
な
っ
て
）
山
城
で
は
城
門
を
閉
ざ
そ
う
と
し
て

太
鼓
が
聞
こ
え
て
く
る
。
名
馬
的て
き

盧ろ

が
檀
渓
を
躍
り
越
え
た
よ
う
に
し
て
（
田
か
ら
跳
び
出
し
て
）、
家
に
戻
る
と
壁
に
掛
け
ら

れ
て
高
い
場
所
に
棲
ま
わ
せ
て
も
ら
う
。
ま
ぐ
さ
な
ど
無
く
と
も
飢
え
て
啼
く
こ
と
も
な
い
。

　

若
い
頃
か
ら
年
老
い
る
ま
で
こ
い
つ
に
騎
っ
て
い
れ
ば
、
つ
ま
ず
い
て
落
馬
し
な
い
よ
う
用
心
し
た
こ
と
な
ど
な
い
。
飾
り
立

て
た
馬
に
騎
っ
て
参
内
す
る
若
様
は
、
わ
た
し
を
一
生
牛
に
犂
を
引
か
せ
て
耕
作
し
お
る
と
笑
う
が
、
木
で
で
き
た
駿
馬
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
な
い
の
だ
。

 

（
担
当　

中　

裕
史
）
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一
五

二
〇
二
六
（
施
三
五
―
五
）

鬱
孤
臺＊

　

鬱う
つ

孤こ

台だ
い

１　

八

見
圖
畫　
　
　

八は
つ

境き
よ
う　

図ず

画が

を
見み

る

２　

鬱
孤
如
舊
游　
　
　

鬱う
つ

孤こ　

旧き
ゆ
う

游ゆ
う

の
如ご
と

し

３　

山
爲
翠
浪
涌　
　
　

山や
ま

は
翠す
い

浪ろ
う

の
湧わ

く
を
為な

し

４　

水
作
玉
虹
　
　
　

水み
ず

は
玉ぎ
よ
く

虹こ
う

の
流な
が

る
る
を
作な

す

５　

日
麗
崆
峒
曉　
　
　

日ひ

は
麗う
る
わ

し　

崆く
う

峒ど
う

の
暁
あ
か
つ
き

６　

風
酣

貢
秋　
　
　

風か
ぜ

は
酣し
ず

か
な
り　

章し
よ
う

・
貢こ
う

の
秋あ
き

７　

丹
靑
未
變
葉　
　
　

丹た
ん

青せ
い　

未い
ま

だ
葉は

を
変へ
ん

ぜ
ず

８　

鱗
甲
欲
生
洲　
　
　

鱗り
ん

甲こ
う　

洲し
ゆ
う

に
生し
よ
う

ぜ
ん
と
欲ほ
つ

す

９　

嵐
氣
昏
城
樹　
　
　

嵐ら
ん

気き　

城じ
よ
う

樹じ
ゆ

に
昏く
ら

く

10　

灘
聲
入
市
樓　
　
　

灘た
ん

声せ
い　

市し

楼ろ
う

に
入い

る

11　

煙
雲
侵
嶺
路　
　
　

煙え
ん

雲う
ん　

嶺れ
い

路ろ

を
侵お
か

し

12　

草
木
半
炎
州　
　
　

草そ
う

木も
く　

半な
か

ば
は
炎え
ん

州し
ゆ
う

13　

故
國
千
峯
外　
　
　

故こ

国こ
く　

千せ
ん

峰ぽ
う

の
外そ
と

14　

高
臺
十
日
留　
　
　

高こ
う

台だ
い　

十じ
ゆ
う

日じ
つ

留と
ど

ま
る

15　

他
年
三
宿
處　
　
　

他た

年ね
ん　

三さ
ん

宿し
ゆ
く

の
処と
こ
ろ
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一
六

16　

準
擬
繫
歸
舟　
　
　

準じ
ゆ
ん

擬ぎ

す　

帰き

舟し
ゆ
う

を
繫つ
な

が
ん
こ
と
を

　
〔
原
注
〕　

以
下
四
首
皆
虔
州
（
以い

下か

の
四よ
ん

首し
ゆ

は
、
皆み

な
虔け
ん

州し
ゆ
う

な
り
）

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
鬱
孤
台　

虔
州
（
江
西
省
）
に
在
っ
て
「
虔
州
八
境
」
と
呼
ば
れ
た
景
勝
の
一
つ
。
こ
れ
よ
り
十
七
年
前
の
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）、

蘇
軾
は
彭
城
に
在
っ
て
、
虔
州
の
知
事
で
あ
っ
た
孔こ
う

宗そ
う

翰か
ん

か
ら
虔
州
八
境
の
図
を
示
さ
れ
、
図
ご
と
に
詩
を
題
し
た
。『
蘇
東
坡
詩
集
』

第
四
册
に
収
め
ら
れ
る
作
品
番
号
〇
八
〇
八
〜
〇
八
一
五
の
詩
「
虔
州
八
境
の
図　

八
首　

幷
び
に
引
」
を
参
照
。
鬱
孤
台
は
、
そ
の
七

（
作
品
番
号
〇
八
一
四
）
に
詠
ま
れ
る
。
そ
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
册
四
四
五
頁
）
を
参
照
。
紹
聖
元
年
八
月
、
蘇
軾
は
恵
州
に
向

か
う
旅
の
途
中
で
虔
州
を
通
り
、
は
じ
め
て
親
し
く
八
境
の
風
景
を
見
た
。
こ
の
こ
と
を
記
し
た
跋
文
が
、「
虔
州
八
境
の
図　

八
首
」

と
と
も
に
蘇
軾
の
筆
跡
で
石
に
刻
ま
れ
、拓
本
と
し
て
伝
わ
る
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
册
四
四
八
頁
を
参
照
）。
原
注
に
見
え
る
よ
う
に
、

本
詩
以
降
、
作
品
番
号
二
〇
二
七
（
小
川
環
樹
・
山
本
和
義
選
訳
『
蘇
東
坡
詩
選
』（
岩
波
文
庫
）
に
収
め
る
）、
二
〇
二
八
、二
〇
二
九

ま
で
の
四
首
は
、
虔
州
で
の
詩
で
あ
る
。

１
２
○
八
境
・
鬱
孤
二
句　

旧
游
は
、
以
前
に
遊
ん
だ
こ
と
。『
四
河
入
海
』
巻
二
の
三
に
引
く
一
韓
智
翃
の
聞
書
に
「
是
ヨ
リ
十
七
年

サ
キ
、
先
生　

徐
州
（
ノ
）
守
為た

（
リ
シ
）
時
、
孔
周マ
マ

翰
ガ
八
境
図
ヲ
坡
ガ
方
ヘ
ヲ
コ
セ
テ
此
（
ノ
）
図
ニ
詩
ヲ
題
セ
ヨ
ト
云
（
フ
）
程

ニ
、
八
首
詩
ヲ
題
シ
タ
ガ
、
其
（
ノ
）
時
、
此
（
ノ
）
虔
州
ノ
八
境
ヲ
図
デ
ミ
テ
、
今
直
（
カ
）
ニ
恵
州
（
ニ
）
赴
（
ク
）
ノ
時
、
虔
州

ニ
来
テ
其
ノ
境
ヲ
見
レ
バ
、
此
（
ノ
）
台
ナ
ン
ド
ハ
旧
遊
ノ
如
（
ク
）
ナ
ゾ
」
と
あ
る
。
３
○
山
為
一
句　

翠
浪
湧
は
、
緑
の
樹
木
が
か

さ
な
り
あ
っ
て
茂
る
さ
ま
。
蘇
軾
「
玲
瓏
山
に
登
る
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
册
六
七
頁
）
に
「
翠
浪　

舞ぶ

翻は
ん

す　

紅こ
う　

罷は

亜あ

、
白

雲　

穿
破
す　

碧へ
き　

玲
瓏
」
と
あ
る
。
そ
の
注
を
参
照
。
ま
た
、
詩
題
の
注
に
引
く
「
虔
州
八
境
の
図　

八
首
」
そ
の
七
に
「
煙
雲
縹
眇

た
り　

鬱
孤
台
、
積
翠　

空
に
浮
か
ん
で　

雨
半
ば
開
く
」
と
あ
る
。
瑞
渓
周
鳳
の
説
に
「
此
（
レ
）
以
下
ノ
八
句
、
皆
（
ナ
）
上
ノ
句

ハ
山
ヲ
言
（
ヒ
）、下
ノ
句
ハ
水
ヲ
言
（
フ
）
也
」
と
あ
る
。
４
○
水　

川
。
一
句
で
は
、山
伝
い
の
川
を
い
う
。
○
玉
虹　

虹
。
ひ
い
て
、

瀑
布
の
急
流
を
喩
え
る
。『
初
学
記
』
巻
二
に
引
く
晉
・
干
宝
『
捜
神
記
』
に
、
孔
子
が
、『
春
秋
』『
孝
経
』
が
成
っ
た
こ
と
を
天
に
報
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一
七

告
す
る
と
、
赤
い
虹
が
上
か
ら
降
り
、
黄
色
い
玉
に
変
わ
っ
た
と
い
う
話
が
見
え
る
。
李
賀
「
北
中
寒
」
詩
（『
李
賀
歌
詩
編
』
巻
四
）

「
争そ
う

瀯え
い

た
る
海
水　

飛ひ

凌り
ょ
う

喧か
ま
び
すし
、
山さ
ん

瀑ば
く　

声
無
く　

玉
虹
懸か

か
る
」
と
あ
る
。
５
○
崆
峒　

崆
峒
山
。
虔
州
に
あ
る
。『
太
平
寰
宇
記
』

巻
一
〇
八
「
虔
州
」
贛か
ん

県
に
「
崆
峒
山
は
、
古
い
に
し
えは
仁
空
山
と
名
づ
く
、
県
の
南
六
十
里
に
在
り
。
南
康
よ
り
蜿
蜒
と
し
て
来き

た
り
、
章
・

貢
二
水　

夾は
さ

み
て
以
て
北
に
馳
す
、
山
麓
は
周
し
ゅ
う

廻か
い

幾
百
里
、
蓋
し
州
の
望
な
り
」
と
あ
る
。
６
○
風
酣　

風
が
心
地
よ
い
さ
ま
。『
四
河

入
海
』
は
、
酣
を
「
シ
ヅ
カ
ナ
リ
」
と
訓
じ
る
。
〇
章
貢
秋　

章
貢
は
、
章
水
と
貢
水
。
虔
州
は
こ
の
二
つ
の
川
の
合
流
点
に
あ
る
。
詩

題
の
注
に
引
く
「
虔
州
八
境
の
図　

八
首
」
そ
の
二
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
册
四
三
八
頁
）
を
参
照
。
７
○
丹
青
一
句　

丹
青
は
、

樹
木
の
葉
や
実
の
色
の
、
紅
と
緑
が
入
り
交
じ
る
さ
ま
。
杜
甫
「
夔
州
の
歌　

十
絶
句
」
そ
の
四
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
五
）
に
「
楓
林

橘
樹　

丹
青
合が
っ

し
、
複
道
重ち
ょ
う

楼ろ
う　

錦
繍
懸か

か
る
」
と
あ
る
。
未
変
葉
は
、
葉
が
ま
だ
黄
落
し
て
い
な
い
こ
と
。『
礼
記
』
月
令
「
季
秋
之

月
」
す
な
わ
ち
陰
暦
九
月
に
は
「
草
木
黄
落
す
」
と
あ
る
が
、
陰
暦
八
月
の
こ
の
時
、
秋
は
ま
だ
深
ま
っ
て
い
な
い
。
一
韓
智
翃
の
聞
書

に
「
葉
ノ
黄
落
セ
ヌ
時
分
ゾ
。
マ
ダ
今
ハ
ゾ
。
サ
テ
、
水
ニ
ハ
時
分
ゾ
。
秋
ノ
字
ヨ
リ
承
ル
ゾ
」
と
あ
る
。
８
○
鱗
甲　

う
ろ
こ
。
水
の

波
紋
が
立
つ
さ
ま
を
喩
え
る
。
白
居
易「
秋
日　

張
賓
客
・
舒
著
作
と
同と
も

に
龍
門
に
遊
び
、酔
中
狂
歌
す　

凡す
べ

て
二
百
三
十
八
字
」詩（『
白

居
易
集
箋
校
』
巻
二
九
）
に
「
嵩
峰
の
余
霞　

錦
綺
巻
き
、
伊
水
の
細
浪　

鱗
甲
生
ず
」
と
あ
り
、
ま
た
、
蘇
軾
「
前
韻
を
用
い
て
西
掖

の
諸
公
が
和
せ
ら
る
る
に
答
う
」
詩
（『
合
注
』
巻
二
七
）
に
「
春　

宮
柳
に
還
り
て　

腰
支
活よ
み
が
えり
、水　

御
溝
に
入
り
て　

鱗
甲
動
く
」

と
あ
る
。
９
○
嵐
気　

青
々
と
湿
り
を
帯
び
て
い
る
山
の
空
気
。
謝
霊
運
「
晩
に
西
射
堂
を
出
ず
」
詩
（『
文
選
』
巻
二
二
）
に
「
暁
霜　

楓
葉
丹あ
か

く
、
夕せ
き

曛く
ん　

嵐
気
昏く
ら

し
」
と
あ
り
、
ま
た
、
岑
参
「
青
城
竜
谿
の
奐か
ん

道
人
に
寄
す
」
詩
（『
岑
嘉
州
詩
』
巻
一
）
に
「
絶
頂　

小
し
ょ
う

蘭ら
ん

若じ
ゃ
く、

四
時　

嵐
気
凝
る
」（
蘭
若
は
寺
の
意
）
と
あ
る
。
10
○
灘
声　

急
流
の
音
。
梁
・
元
帝
「
巫
山
高
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
四
二
）

に
「
灘
声
下
り
て
石
に
濺そ
そ

ぎ
、
猿
鳴
上あ
が

り
て
風
を
逐お

う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
杜
甫
「
韓
十じ
ゅ
う

四し

の
江
東
に
省
覲
す
る
を
送
る
」
詩
（『
杜
詩

詳
注
』
巻
一
〇
）
に
「
黄こ
う

牛ぎ
ゆ
う

峡き
よ
う

静
か
に
し
て　

灘
声
転
じ
、
白は
く

馬ば

江こ
う

寒
く
し
て　

樹
影
稀
な
り
」
と
あ
る
。
○
市
楼　

市
中
の
り
っ
ぱ

な
酒
楼
。
蘇
軾
「
試
官
の
考
較
を
催う
な
がし

て
戯
れ
に
作
る
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
册
三
五
一
頁
）
を
参
照
。
11
○
煙
雲　

う
す

い
も
や
の
か
か
っ
た
さ
ま
。
３
句
の
注
に
引
く
「
虔
州
八
境
の
図　

八
首
」
そ
の
七
の
句
を
参
照
。
○
嶺
路　

峠
み
ち
。
嶺
は
、山
の
峰
。

こ
こ
で
は
大
庾
嶺
を
指
す
。
詩
題
の
注
に
引
く「
虔
州
八
境
の
図　

八
首
」そ
の
三
の
注（『
蘇
東
坡
詩
集
』第
四
册
四
三
九
頁
）を
参
照
。
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八

12
○
炎
州　

炎
熱
の
地
。『
楚
辞
』「
遠
遊
」
に
「
南
州
の
炎
徳
を
嘉よ
み

し
、
桂
樹
の
冬
に
栄は
な
さく
を
麗
し
と
す
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
広
州
の
張ち
ょ
う

判
官
叔
卿
の
書
を
得
た
り
、
使つ
か
い　

還
る
に
、
詩
を
以
て
意
に
代
う
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
一
〇
）
に
「
忽
ち
得
た
り　

炎
州
の
信
、
遙

か
に
月
峡
従よ

り
伝
う
」
と
あ
る
。
13
○
故
国
一
句　

故
国
は
、
故
郷
。
一
句
で
は
、
蜀
を
指
す
。
恵
州
へ
流
謫
の
道
を
経
て
来
て
、
そ
の

恵
州
に
ほ
ど
近
い
虔
州
の
、
八
月
に
入
っ
て
な
お
緑
深
い
南
国
の
風
景
に
、
故
郷
蜀
か
ら
の
遠
さ
を
感
じ
て
い
る
。
一
韓
智
翃
の
聞
書
に

「
南
方
ヘ
讁
セ
ラ
ル
ル
ト
テ
、
コ
コ
マ
デ
来
テ
思
フ
ゾ
。
我
（
ガ
）
故
郷
ハ
、
遠
キ
モ
ノ
カ
ナ
。
千
峰
ノ
外
ニ
ア
ル
ゾ
。
思
（
ヒ
）
モ
寄

ラ
ザ
ル
処
ニ
、
十
日
留
（
マ
リ
）
テ
ヲ
ル
モ
ノ
カ
ナ
ゾ
」
と
あ
る
。
14
○
高
台　

鬱
孤
台
を
い
う
。
15
○
他
年
一
句　

他
年
は
、
後
年
。

三
宿
は
、
三
泊
す
る
こ
と
。『
後
漢
書
』
襄
楷
伝
に
「
浮ふ

図と

は
桑
の
下
に
三
宿
せ
ず
。
久
し
く
し
て
恩
愛
を
生
ず
る
こ
と
を
欲
せ
ざ
れ
ば

な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
注
に
、
仏
が
、
一
つ
所
に
長
く
逗
留
を
し
な
い
こ
と
で
、
執
着
の
心
の
な
い
こ
と
を
示
し
た
、
と
い
う
。「
三
宿
」

と
14
句
の
「
十
日
」
と
、
数
字
は
合
わ
な
い
が
、「
三
宿
」
が
表
す
、
ご
く
数
日
の
宿
泊
に
、
鬱
孤
台
で
の
滞
在
「
十
日
」
を
係
け
て
、

僧
侶
な
ら
ぬ
蘇
軾
は
、
こ
こ
に
愛
着
が
で
き
て
し
ま
っ
た
、
と
述
べ
る
。
16
○
準
擬
一
句　

準
擬
は
、
心
づ
も
り
を
す
る
こ
と
。
白
居
易

「
柳
を
種う

う　

三
詠
」
そ
の
二
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
三
二
）
に
「
准
擬
せ
ん　

三
年
後
、
青
糸
の
緑
波
を
払
う
を
」
と
あ
る
。
帰
舟
は
、

帰
路
に
着
く
船
。
謝
霊
運
「
従
弟
恵け
い

連れ
ん

に
酬こ
た

う　

五
」（『
文
選
』
巻
二
五
）
に
「
夢
寐
に
も
帰
舟
を
佇ま

ち
て
、我
が
吝
と
労
と
を
釈
か
ん
」

と
あ
る
。
○
〔
原
注
〕　

詩
題
の
注
を
参
照
。

　

虔
州
八
境
は
絵
で
見
た
こ
と
が
あ
り
、
鬱
孤
台
も
は
じ
め
て
訪
れ
た
気
が
し
な
い
。
山
は
茂
っ
た
樹
木
の
緑
の
波
が
幾
つ
も
湧

き
起
こ
り
、
川
は
玉ぎ
ょ
く

で
で
き
た
虹
さ
な
が
ら
の
急
流
を
な
し
て
い
る
。

　

崆
峒
山
の
夜
明
け
に
日
は
う
ら
ら
か
、
章
水
と
貢
水
の
交
わ
る
一
帯
の
秋
に
風
が
心
地
よ
い
。
樹
木
が
織
り
な
す
（
絵
の
よ
う

な
）
紅
く
れ
な
い

と
緑
の
彩
り
は
、
ま
だ
色
あ
せ
な
い
が
、
水み

際ぎ
わ

に
は
魚
の
う
ろ
こ
の
よ
う
な
さ
ざ
波
が
立
ち
は
じ
め
て
い
る
。

　

山
か
ら
降
り
て
き
た
霧
が
城
内
の
樹
木
を
晦く
ら

ま
し
、
急
流
の
音
が
街
な
か
の
酒
楼
に
ま
で
届
く
。
薄
い
も
や
が
大
庾
嶺
の
峠
み

ち
を
お
お
い
、
草
木
も
な
か
ば
炎
熱
の
国
の
も
の
。

　

故
郷
は
千
の
峰
々
の
は
る
か
向
こ
う
、こ
の
高
い
楼
台
に
十
日
間
逗
留
し
た
。
わ
ず
か
の
う
ち
に
愛
着
が
湧
い
た
こ
の
場
所
に
、
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一
九

い
ず
れ
、
北
へ
帰
還
す
る
船
を
停
泊
さ
せ
よ
う
。

 

（
担
当　

原
田
直
枝
）

二
〇
二
八
（
施
三
五
―
七
）

塵
外
亭

　

塵じ
ん

外が
い

亭て
い

１　

楚
山
澹
無
姿　
　
　

楚そ

山ざ
ん　

澹た
ん

と
し
て
姿す
が
た

無な

し

２　

贛
水
淸
可
厲　
　
　

贛か
ん

水す
い　

清き
よ

く
し
て
厲わ
た

る
可べ

し

３　

散
策
塵
外
遊　
　
　

策さ
く

を
散さ
ん

じ
て
塵じ
ん

外が
い

に
遊
び

４　

揮
手
謝
此
世　
　
　

手て

を
揮ふ
る

い
て
此こ

の
世よ

を
謝し
や

す

５　

山
高
惜
人
力　
　
　

山や
ま

高た
か

く
し
て
人じ
ん

力り
よ
く

を
惜お

し
み

６　

十
步
輒
一
憩　
　
　

十じ
ゆ
つ

歩ぽ

に
輒す
な
わ

ち
一ひ
と

た
び
憩い
こ

う

７　

却
立
浮
雲
端　
　
　

浮ふ

雲う
ん

の
端は
し

に
却き
や
く

立り
つ

し
て

８　

俯
視
萬
井
麗　
　
　

俯ふ

し
て
視み

れ
ば
万ば
ん

井せ
い

麗う
る
わ

し

９　

幽
人
宴
坐
處　
　
　

幽ゆ
う

人じ
ん　

宴え
ん

坐ざ

の
処と
こ
ろ

10　

虎
爲
斬
薙　
　
　

龍り
よ
う

虎こ　

為た
め

に
斬ざ
ん

薙ち

す

11　

馬
駒
獨
何
疑　
　
　

馬ば

駒く　

独ひ
と

り
何な
ん

ぞ
疑う
た
が

う

12　

豈
墮
山
鬼
計　
　
　

豈あ

に
山さ
ん

鬼き

の
計け
い

に
堕だ

す
る
や
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二
〇

13　

夜
垣
非
助
我　
　
　

夜や

垣え
ん　

我わ
れ

を
助た
す

く
る
に
非あ
ら

ず

14　

謬
敬
欲
其
逝　
　
　

謬い
つ
わ

っ
て
敬け
い

す
る
ま
ま
に
し
て
其そ

の
逝ゆ

か
ん
こ
と
を
欲ほ
つ

す

15　

戲
留
一
轉
語　
　
　

戯た
わ
む

れ
に
一い
ち

転て
ん

語ご

を
留と
ど

む
れ
ば

16　

千
載
起
攘
袂　
　
　

千せ
ん

載ざ
い　

起た

っ
て
袂た
も
と

を
攘は
ら

わ
ん

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
塵
外
亭　

十
七
年
前
の
元
豊
元
年
（
一
〇
七
八
）、蘇
軾
は
知
虔
州
（
虔
州
は
、今
の
江
西
省
贛
州
市
）
で
あ
る
孔
宗
翰
に
求
め
ら
れ
て
、

虔
州
（
南
康
）
の
八
つ
の
名
勝
を
え
が
い
た
「
南
康
八
境
図
」
に
、
八
首
の
詩
を
題
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
虔
州
八
境
の
図　

八
首　

幷

び
に
引
」（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
四
三
一
頁
）
で
、
塵
外
亭
は
そ
の
第
六
首
に
詠
じ
ら
れ
る
。
そ
の
詩
の
注
（
同
四
四
三
頁
）、
お
よ

び
本
注
解
に
収
め
る
作
品
番
号
二
〇
二
六
の
詩
の
注
を
参
照
。
塵
外
亭
は
、
虔
州
府
の
東
五
里
に
あ
る
馬ば

祖そ

巖が
ん

と
い
う
岩
山
の
上
に
あ
っ

た
。
塵
外
は
、
浮
世
の
外
の
意
。

１
○
澹
無
姿　

ぼ
ん
や
り
し
て
姿
が
見
え
な
い
。
澹
は
淡
に
同
じ
く
、
淡
い
さ
ま
。
ぼ
ん
や
り
し
た
さ
ま
。
杜
甫
「
雨　

二
首
」（『
杜
詩

詳
注
』
巻
一
五
）
そ
の
一
に
、「
青
山　

澹
と
し
て
姿
無
し
、
白
露　

誰
か
能よ

く
数
え
ん
」
と
あ
る
。
な
お
、
姿
の
字
を
塵
に
作
る
テ
キ

ス
ト
が
あ
る
。
２
○
贛
水　

川
の
名
。
江
西
省
を
流
れ
て
鄱は

陽よ
う

湖こ

に
注
ぐ
。
○
厲　
（
着
物
を
脱
が
ず
に
）
帯
の
上
ま
で
水
に
つ
か
っ
て

川
を
渡
る
。『
詩
経
』
邶は
い

風ふ
う

「
匏ほ
う

有ゆ
う

苦く

葉よ
う

」
に
、「
深
け
れ
ば
則
ち
厲れ
い

し
、
浅
け
れ
ば
則
ち
掲け
い

す
」
と
あ
り
、
毛
伝
に
「
衣
を
以
て
水
を
渉わ
た

る
を
厲
と
為
す
。
帯
由よ

り
以
上
な
る
を
謂
う
な
り
」
と
あ
る
。
３
○
散
策　

杖
を
つ
い
て
あ
ち
こ
ち
歩
く
。
策
は
、
つ
え
。
杜
甫
「
鄭
典て
ん

設せ
つ　

施
州
よ
り
帰
る
」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』
巻
二
〇
）
に
、「
北ほ
く

風ふ
う　

瘴
し
よ
う

癘れ
い

を
吹
く
、
羸る
い

老ろ
う　

散
策
を
思
う
」
と
あ
る
。
○
塵
外　

塵
外
亭

の
こ
と
だ
が
、
こ
の
世
の
外
の
意
味
を
か
け
る
。
４
○
揮
手　

手
を
振
る
。
別
れ
の
あ
い
さ
つ
。
晉
・
劉
琨
「
扶
風
歌
」（『
文
選
』
巻

二
八
）
に
、「
手
を
揮
い
て
長
く
相あ
い

謝し
や

し
、
哽こ
う

咽え
つ

し
て
言
う
能
わ
ず
」
と
あ
る
。
７
○
却
立　

少
し
あ
と
ず
さ
り
し
て
立
つ
こ
と
。「
清
平

鎮
自よ

り
楼
観
・
五ご

郡ぐ
ん

・
大
秦
・
延
生
・
仙
遊
に
遊
び
…
…
、
大
秦
寺
」
詩
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
一
冊
五
二
九
頁
）
に
も
、「
足
に
信ま
か

せ
て

幽
尋
す
る
こ
と
遠
く
、風
に
臨
ん
で
却
立
し
て
驚
く
」
と
あ
る
。
そ
の
詩
の
注
も
参
照
。
８
○
万
井　

多
く
の
家
々
。
万
戸
。
陳
子
昂
「
冬
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二
一

衣
を
賜
わ
る
に
謝
す
る
表
」（『
文
苑
英
華
』
巻
五
九
三
）
に
、「
三
軍
協あ
わ

せ
慶よ
ろ
こび
、
万
井
相あ
い

歓よ
ろ
こぶ
」
と
あ
る
。
９
○
幽
人　

俗
世
を
離
れ

て
静
か
に
暮
ら
す
人
の
意
。「
劉
道
原
の
寄
せ
ら
る
る
に
和
す
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
二
四
一
頁
）
を
参
照
。
こ
こ
で
は
馬ば

祖そ

道ど
う

一い
つ
（
七
〇
九
―
七
八
八
。
唐
の
憲
宗
か
ら
大
寂
禅
師
の
号
を
賜
っ
た
）
を
さ
す
。
塵
外
亭
は
、馬
祖
が
修
行
し
た
と
さ
れ
る
岩
山
（
馬

祖
巖
）
の
上
に
あ
っ
た
。
詩
題
の
注
を
参
照
。『
方
輿
勝
覽
』
巻
二
〇
「
贛
州
・
馬
祖
巖
」
の
条
に
、「
贛
県
の
東
に
在
り
。
道
一
禅
師　

錫し
や
くを
駐と
ど

む
る
の
地
な
り
。
…
…
初
め
、
馬
祖
嘗こ
こ
ろみ
に
此
の
巖
に
棲
ま
ん
と
欲
す
。
一
夕
、
山
鬼
忽た
ち
まち
為た
め

に
垣
を
築
く
。
馬
祖
之こ
れ

を
見
て
曰

く
、「
道
を
学
ん
で
至
ら
ず
、
邪じ
や

崇す
う

の
測は
か

る
所
と
為
る
。
此
れ
吾
が
居き
よ

す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
因
り
て
棄
て
て
去
り
、
龔き
よ
う

公こ
う

巖が
ん

に

営
ん
で
往
き
て
居
す
」
と
あ
る
。
修
行
が
成
っ
て
い
れ
ば
、
自
己
の
心
境
を
人
に
気
付
か
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
の
は
、
馬
祖
禅
の
主

要
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
（
入
矢
義
高
編
『
馬
祖
の
語
録
』
一
二
七
頁
）。
○
宴
坐　

仏
教
で
、心
身
を
滅
却
し
て
坐
禅
す
る
こ
と
を
い
う
。

『
維
摩
経
』
弟
子
品
（『
大
正
蔵
』
第
一
四
巻
）
の
冒
頭
に
、「
…
…
道
法
を
捨
て
ず
し
て
凡ぼ
ん

夫ぷ

の
事
を
現
わ
す
、
是こ
れ

を
ば
宴
坐
と
為
す
。

心　

内う
ち

に
住と
ど

ま
ら
ず
し
て
亦
た
外
に
在
ら
ず
、
是
を
ば
宴
坐
と
為
す
…
…
」
な
ど
と
詳
し
く
説
か
れ
る
。
10
○
龍
虎
一
句　

龍
虎
は
、
龍

と
虎
。
山
に
住
む
神
秘
的
な
存
在
の
荒
々
し
さ
を
喩
え
る
。
斬
薙
は
、
草
な
ど
を
切
り
は
ら
う
こ
と
。
一
句
は
、
９
句
の
注
に
あ
る
よ
う

に
、
山
鬼
が
「
垣
を
築
」
い
て
く
れ
た
こ
と
を
い
う
。
11
○
馬
駒　

一い
ち

馬ば

駒く

は
、
一
頭
の
馬
の
こ
と
で
、
馬
祖
を
さ
す
。『
景
徳
伝
燈
録
』

巻
五
「
南
岳
懐え

譲じ
よ
う

禅
師
」
に
、
六
祖
慧え

能の
う

が
懐
譲
に
対
し
て
、「
西
天
の
般は
ん

若に
や

多た

羅ら　

讖し
ん

す
ら
く
、「
汝
が
足
下
に
一
馬
駒
を
出
だ
し
、

天
下
の
人
を
踏と
う

殺さ
つ

せ
ん
」
と
」（
般
若
多
羅
は
イ
ン
ド
の
伝
説
的
高
僧
）
と
語
っ
た
と
あ
る
。
12
○
山
鬼　

山
に
い
る
鬼
神
や
も
の
の
け

0

0

0

0

の
類
。
９
句
の
注
を
参
照
。
13  

14
○
夜
垣
・
謬
敬
二
句　

夜
垣
は
、
９
句
の
注
を
参
照
。
一
韓
智
翃
は
、「
山
鬼
ガ
、
馬
祖
ノ
コ
コ
ニ
イ

ラ
シ
ム
ハ
、
ム
ツ
カ
シ
カ
ラ
ウ
ズ
ト
思
（
ヒ
）
テ
、
イ
ツ
ハ
リ
恭
敬
ス
ル
マ
ネ
シ
テ
、
垣
ヲ
築
キ
ナ
ン
ド
シ
テ
マ
イ
ラ
ス
ル
。
其
（
レ
）

ヲ
、
馬
祖
ホ
ド
ノ
人
ニ
テ
マ
シ
マ
ス
ガ
、
是
（
レ
）
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
捨
（
テ
）
テ
去
ラ
ル
ル
カ
」（『
四
河
入
海
』
巻
二
の
四
）
と
記
す
。

15
○
転
語　

迷
い
を
転
じ
て
悟
り
を
得
さ
せ
る
こ
と
ば
。
こ
の
詩
を
さ
す
。『
碧
巖
録
』
第
九
六
則
に
、「
趙
州
（
従
じ
ゆ
う

諗し
ん

）　

衆
に
三
転
語

を
示
す
」
と
あ
る
。
16
○
攘
袂　

た
も
と
を
ま
く
っ
て
腕
を
突
き
出
す
。
腕
ま
く
り
を
す
る
。
奮
起
す
る
さ
ま
。『
漢
書
』
鄒
陽
伝
に
、「
袂

を
攘
っ
て
正
議
す
る
者
は
、独
り
大
王
耳の
み

」
と
あ
る
。
一
韓
智
翃
は
、「
東
坡
ガ
、カ
ウ
云
（
フ
）
テ
、一
転
語
ヲ
留
（
メ
）
テ
ヲ
イ
タ
ガ
、

其
（
レ
）
ヲ
後
人
ガ
必
（
ズ
）
起
ツ
テ
、
是
ヂ
ヤ
非
ヂ
ヤ
ト
分
別
シ
テ
云
（
フ
）
ベ
キ
ゾ
」
と
記
す
。
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二
二

　

楚
の
山
は
も
う
ぼ
ん
や
り
し
て
姿
が
見
え
ず
、
贛
の
川
の
清
ら
か
な
流
れ
は
渡
る
こ
と
が
で
き
る
。
杖
を
つ
い
て
（
浮
世
の
外

と
い
う
名
の
）
塵
外
亭
ま
で
足
を
の
ば
し
、
手
を
振
っ
て
こ
の
俗
世
を
去
る
こ
と
に
し
よ
う
。
高
い
山
に
登
る
の
だ
か
ら
（
籠
か

き
た
ち
は
）
力
を
保
と
う
と
、
十
歩
進
む
ご
と
に
一
休
み
す
る
。
雲
を
浮
か
べ
る
高
み
か
ら
少
し
う
し
ろ
に
下
が
っ
て
立
ち
、
見

下
ろ
せ
ば
無
数
の
家
々
が
連
な
り
ひ
ろ
が
る
。

　

そ
の
昔
、
世
俗
を
離
れ
た
馬
祖
が
、
心
身
を
滅
却
し
て
修
行
し
た
と
い
う
こ
の
場
所
で
は
、
鬼
神
の
使
い
が
草
を
な
ぎ
は
ら
っ

て
く
れ
た
と
い
う
。
天
下
を
圧
倒
す
る
一い
ち

馬ば

駒く

と
も
あ
ろ
う
も
の
が
そ
れ
で
自
身
を
疑
う
と
は
。
何
も
み
す
み
す
鬼
神
の
計
略
に

陥
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
の
だ
。
一
夜
の
う
ち
に
垣
根
を
立
て
た
の
は
こ
ち
ら
に
力
を
貸
し
た
の
で
は
な
く
、
偽
り
の
敬
意
を
表

し
て
出
て
行
か
せ
よ
う
と
し
た
ま
で
の
こ
と
。

　

な
ど
と
、
戯
れ
に
悟
り
を
導
く
言
葉
を
こ
し
ら
え
て
世
に
遺の
こ

し
て
お
け
ば
、
千
年
の
後
に
は
、
ま
た
腕
ま
く
り
を
し
て
、
あ
あ

だ
こ
う
だ
と
言
い
立
て
る
者
が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

二
〇
二
九
（
施
三
五
―
七
）

天
竺
寺
幷
引

　

天て
ん

竺じ
く

寺じ　

幷な
ら

び
に
引い
ん

予
年
十
二
、
先
君
自
虔
州
歸
、
爲
予
言
、
近
城
山
中
天
竺
寺
、
有
樂
天
親
書
詩
云
、
一
山
門
作
兩
山
門
、
兩
寺
元
從
一

寺
分
、
東
㵎
水

西
㵎
水
、
南
山
雲
起
北
山
雲
、
前
臺
發
花
後
臺
見
、
上
界
鐘
淸
下
界
聞
、
遙
想
吾
師
行
道
處
、
天
香

桂
子
落
紛
紛
、
筆
勢
奇

、
墨
跡
如
新
、
今
四
十
七
年
矣
、
予
來
訪
之
、
則
詩
已
亡
、
有
石
刻
存
耳
、
感
涕
不
已
、
而

作
是
詩
、
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二
三

予よ　

年と
し

十じ
ゆ
う

二に

に
し
て
、
先せ
ん

君く
ん

虔け
ん

州し
ゆ
う

自よ

り
帰か
え

り
て
予よ

が
為た
め

に
言い

え
ら
く
、
城じ
よ
うに
近ち
か

き
山さ
ん

中ち
ゆ
うの
天て
ん

竺じ
く

寺じ

に
、
楽ら
く

天て
ん

親み
ず
から
書し
よ

す
る
詩し

有あ

り
て
云
う
、
一い
ち

山ざ
ん

の
門も
ん

は
両り
よ
う

山ざ
ん

の
門も
ん

と
作な

る
、
両り
よ
う

寺じ

は
元も
と

一い
ち

寺じ

従よ

り
分わ

か
る
、
東と
う

澗か
ん

の
水み
ず

は
流な
が

る　

西せ
い

澗か
ん

の
水み
ず

、
南な
ん

山ざ
ん

の
雲く
も

は
起お

こ
す　

北ほ
く

山ざ
ん

の
雲く
も

、
前ぜ
ん

台だ
い

に
花は
な

は
発ひ
ら

い
て
後こ
う

台だ
い

よ
り
見み

え
、
上じ
よ
う

界か
い

に
鐘か
ね

は
清き
よ

く
し
て
下げ

界か
い

に

聞き

こ
ゆ
、
遙は
る

か
に
想お
も

う　

吾わ

が
師し　

行こ
う

道ど
う

の
処と
こ
ろ、

天て
ん

香こ
う

の
桂け
い

子し　

落お

ち
て
紛ふ
ん

紛ぷ
ん

た
る
を
、
と
。
筆ひ
つ

勢せ
い

奇き

逸い
つ

、
墨ぼ
く

跡せ
き

新あ
ら

た

な
る
が
如ご
と

し
、
と
。
今い
ま　

四し

十じ
ゆ
う

七し
ち

年ね
ん

た
り
。
予よ　

来き

た
っ
て
之こ
れ

を
訪と

え
ば
、
則す
な
わち

詩し

は
已す
で

に
亡な

く
、
石せ
つ

刻こ
く

の
存そ
ん

す
る

有あ

る
の
み
。
感か
ん

涕て
い

已や

ま
ず
、
而し
か

し
て
是こ

の
詩し

を
作つ
く

る
。

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

○
天
竺
寺　

虔
州
（
江
西
省
贛
州
市
）
の
寺
院
。『
方
輿
勝
覽
』
巻
二
〇
「
虔
州
」
の
寺
院
の
項
に
、「
天
竺
寺
、（
贛
）
水
の
東
三
里
に

在
り
。
白
居
易
の
韜
光
禅
師
に
贈
り
し
墨
跡
旧も

と
存
す
。
眉
山
の
老
蘇　

嘗
て
寺
に
至
り
て
焉こ
れ

を
観
る
。
後の
ち

四
十
七
年
、
東
坡
南な
ん

遷せ
ん

せ
ら

れ
て
再
び
訪
う
も
、
惟
だ
石
刻
を
見
る
の
み
」
と
あ
る
。
韜
光
は
、
唐
の
禅
僧
で
蜀
の
人
。『
景
徳
伝
燈
録
』（
巻
四
）
杭
州
鳥ち
よ
う

窠か

道
林

禅
師
の
条
に
、
杭
州
の
霊
隠
寺
の
僧
と
し
て
そ
の
名
が
み
え
る
。
ま
た
『
全
唐
詩
』
巻
八
二
三
に
、「
白
居
易
の
招
か
る
る
に
謝
す
」
詩

を
収
め
る
。
○
先
君　

亡
父
。
蘇
軾
の
父
、
蘇
洵
（
一
〇
〇
九
―
一
〇
六
六
）
の
こ
と
。
蘇
洵
は
慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）
に
科
挙
受
験

に
失
敗
し
、
翌
年
の
慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）
に
は
都
を
離
れ
て
虔
州
に
至
り
、
天
竺
寺
に
遊
ん
だ
。
蘇
軾
が
十
二
歳
で
あ
っ
た
の
は
こ

の
年
で
、五
月
に
は
祖
父
の
蘇
序
が
没
し
た
た
め
、蘇
洵
は
そ
の
年
の
う
ち
に
蜀
に
帰
っ
て
い
る
。
○
楽
天
親
書
詩　
「
韜
光
禅
師
に
寄
す
」

（『
白
居
易
集
箋
校
』
外
集
巻
上
）
と
し
て
伝
わ
る
が
、
こ
の
詩
は
元
来
、
蘇
軾
「
楽
天
の
詩
を
書
す
」（『
蘇
軾
文
集
』
巻
六
七
）
を
出
処

と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
佚
詩
で
あ
る
。
蘇
軾
は
そ
の
文
章
で
白
居
易
の
詩
を
掲
げ
た
後
、「
唐
の
韜
光
禅
師　

銭
塘
の
天
竺
自よ

り
来
た
っ
て

此
の
山
に
住
す
。
楽
天　

蘇
に
守し
ゆ

た
る
日
、
此
の
詩
を
以
て
之
に
寄
す
。
慶
暦
中
、
先
君
此こ

の
山
に
遊
び
、
猶
お
楽
天
の
真
蹟
を
見
る
。

後の
ち

四
十
七
年
、
軾　

南
遷
せ
ら
れ
て
虔
に
過よ
ぎ

り
、
復
た
此
の
寺
を
経
る
も
、
徒た

だ
石
刻
を
見
る
而の

已み

。
紹
聖
元
年
八
月
十
七
日
」
と
記
す

（
天
竺
は
、
杭
州
の
天
竺
寺
の
こ
と
）。
○
一
山
・
両
寺
二
句　
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
八
〇
「
寺
院
・
景
徳
霊
隠
寺
」
に
、「
霊
隠
・
天
竺
の

両
山
は
一
門
由よ

り
し
て
入
る
」
と
あ
る
。
霊
隠
と
天
竺
は
、
杭
州
の
山
お
よ
び
寺
の
名
。
霊
隠
山
（
霊
隠
寺
）
は
、「
霊
隠
寺
に
遊
ん
で
、
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二
四

来
詩
を
得え

、
復
た
前
韻
を
用
う
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
二
一
二
頁
）
を
参
照
。
天
竺
山
（
天
竺
寺
）
は
、「
雨
中
、
天
竺
の

霊
感
観
音
院
に
遊
ぶ
」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
二
冊
二
五
三
頁
）
を
参
照
。
○
東
澗
一
句　
『
咸
淳
臨
安
志
』
巻
二
三
「
山
川
・
合

澗
橋
」に
、「
霊
山
の
陰
・
北
澗
の
陽
は
即
ち
霊
隠
寺
、霊
山
の
南
・
南
澗
の
陽
は
即
ち
天
竺
寺
な
り
。
二
澗
の
流
水
を
ば
銭
源
泉
と
号
す
。

寺
峰
の
南
北
を
繞め
ぐ

り
て
下く
だ

り
、
峰
前
に
至
り
て
合
し
て
一
澗
と
為な

る
。
橋
有
り
、
号
し
て
合
澗
橋
と
為な

す
」
と
あ
る
。
○
上
界　

天
上
世

界
。
神
仙
や
仏
が
住
ま
う
と
さ
れ
た
。
張
九
齢
「
紫し

蓋が
い

山さ
ん

に
祠ま
つ

り
、
玉ぎ
よ
く

川せ
ん

山さ
ん

寺じ

に
過よ
ぎ

る
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
四
九
）
に
、「
上
界
に
仏

影
を
投
じ
、
中
天
に
梵
音
を
揚
ぐ
」
と
あ
る
。
○
下
界　

人
の
世
。
上
界
に
対
し
て
い
う
。
白
居
易
「
曲
江
に
て
酔
い
し
後
、
諸
親
故
に

贈
る
」
詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
五
）
に
、「
中
天　

或
い
は
長
生
の
薬
有
ら
ん
も
、下
界　

応ま
さ

に
不
死
の
人ひ
と

無
か
る
べ
し
」
と
あ
る
。

○
天
香　

天
上
の
か
お
り
。
○
桂
子　

モ
ク
セ
イ
の
花
。
宋
之
問
「
霊
隠
寺
」
詩
（『
全
唐
詩
』
巻
五
三
）
に
、「
桂
子　

月
中
よ
り
落
ち
、

天
香　

雲
外
に
飄
ひ
る
が
える

」
と
あ
る
。
○
四
十
七
年　

蘇
洵
が
虔
州
の
天
竺
寺
に
遊
ん
だ
の
は
慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）
で
、
こ
の
詩
が
作
ら

れ
た
紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）
か
ら
四
十
七
年
前
に
あ
た
る
。

　

私
が
十
二
歳
の
と
き
、
亡
き
父
上
が
虔
州
か
ら
帰
郷
し
て
私
に
こ
う
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「（
虔
州
の
）
城
市
に
近
い
山
中
に
あ
る

天
竺
寺
に
、
白
楽
天
が
み
ず
か
ら
書
き
し
る
し
た
こ
ん
な
詩
が
あ
っ
た
。「
一
つ
の
山
門
が
二
つ
の
山
の
門
に
な
っ
て
お
り
、
二

つ
の
寺
は
も
と
も
と
一
つ
の
寺
か
ら
分
か
れ
た
も
の
だ
。
そ
れ
は
東
の
谷
川
の
流
れ
は
い
ず
れ
は
西
の
谷
川
の
流
れ
と
一
緒
に
な

り
、
南
の
山
に
か
か
る
雲
が
や
が
て
は
北
の
山
の
雲
を
起
こ
す
よ
う
な
も
の
。
前
の
高
台
に
花
が
咲
け
ば
、
後
ろ
の
高
台
か
ら
そ

れ
が
望
ま
れ
、
天
上
世
界
で
鐘
を
つ
け
ば
、
そ
の
清
ら
か
な
音
色
が
す
ぐ
下
界
に
も
聞
こ
え
る
（
よ
う
に
関
係
が
深
い
）。
我
が

師
が
仏
の
道
を
修
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
き
っ
と
モ
ク
セ
イ
の
花
が
天
上
の
香
を
漂
わ
せ
な
が
ら
散
り
落
ち
て
い
る
こ
と
だ
ろ

う
」。
そ
の
筆
勢
は
並
は
ず
れ
て
す
ば
ら
し
く
、
墨
跡
は
淋
漓
と
し
て
い
ま
書
き
上
げ
た
ば
か
り
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
。
あ
れ
か

ら
四
十
七
年
が
経
っ
た
。
い
ま
私
が
こ
う
し
て
寺
を
訪
う
て
み
る
と
、
も
は
や
白
楽
天
が
詩
を
記
し
た
そ
の
書
跡
は
な
く
、
石
刻

が
の
こ
っ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
感
涙
や
ま
ず
し
て
こ
の
詩
を
作
っ
た
。
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二
五

１　

香
山
居
士
留
遺
跡　
　
　

香こ
う

山ざ
ん

居こ

士じ　

遺い

跡せ
き

を
留と
ど

む

２　

天
竺
禪
師
有
故
家　
　
　

天て
ん

竺じ
く

禅ぜ
ん

師じ　

故こ

家か

有あ

り

３　

空
詠
連
珠
吟
疊
璧　
　
　

空む
な

し
く
連れ
ん

珠じ
ゆ

を
詠え
い

じ
て
畳じ
よ
う

璧へ
き

を
吟ぎ
ん

じ

４　

已
亡
飛
鳥
失
驚
蛇　
　
　

已す
で

に
飛ひ

鳥ち
よ
う

を
亡う
し
な

い
て
驚き
よ
う

蛇だ

を
失し
つ

す

５　

林
深
野
桂
寒
無
子　
　
　

林は
や
し

深ふ
か

く
し
て　

野や

桂け
い　

寒さ
む

く
し
て
子し

無な

し

６　

雨
浥
山
薑
病
有
花　
　
　

雨あ
め

浥う
る
お

し
て　

山さ
ん

薑き
よ
う　

病や

ん
で
花は
な

有あ

り

７　

四
十
七
年
眞
一
夢　
　
　

四し

十じ
ゆ
う

七し
ち

年ね
ん　

真ま
こ
と

に
一い
ち

夢む

８　

天
涯
流
落
淚
橫
斜　
　
　

天て
ん

涯が
い

に
流り
ゆ
う

落ら
く

し
て　

涙な
み
だ　

横お
う

斜し
や

１
○
香
山
居
士　

白
居
易
の
こ
と
。『
旧
唐
書
』
白
居
易
伝
に
、「
香
山
の
僧
如じ
よ

満ま
ん

と
香こ
う

火か

社し
や

を
結
び
、
毎つ
ね

に
肩
輿
に
て
往
来
し
、
白
衣

鳩き
ゆ
う

杖じ
よ
うし

て
、自
ら
香
山
居
士
と
号
す
」と
あ
る
。
２
○
天
竺
禅
師　

韜
光
禅
師
の
こ
と
。
詩
題
の
注
を
参
照
。
３
○
連
珠　

玉
を
連
ね
る
。

転
じ
て
、
美
し
い
詩
文
、
お
よ
び
そ
れ
を
作
る
こ
と
を
い
う
。
聯
珠
に
同
じ
。
唐
・
宣
宗
「
白
居
易
を
弔ち
よ
うす

」（『
全
唐
詩
』
巻
四
）
に
、

「
玉
を
綴つ
づ

り
珠
を
聯つ
ら

ね
て
六
十
年
、誰
か
冥
路
に
詩
仙
と
作な

ら
し
め
し
」
と
あ
る
。
李
厚
は
、詩
題
に
引
く
白
居
易
の
「
韜
光
禅
師
に
寄
す
」

詩
は
、
聯
珠
体
（
比
喩
や
象
徴
の
句
を
連
ね
る
詩
体
）
で
あ
る
と
す
る
。
○
畳
璧　

璧
玉
を
重
ね
る
。
こ
こ
で
は
連
珠
に
同
じ
く
、
美
し

い
詩
文
お
よ
び
そ
れ
を
作
る
こ
と
を
い
う
。『
尚
書
』
顧
命
に
、「
昔
の
君
の
文
王
・
武
王
は
、
重
光
を
宣し

き
、
…
…
」
と
あ
り
、『
経
典

釈
文
』
は
馬
融
を
引
い
て
、「
日
月
は
璧
を
畳か
さ

ぬ
る
が
如
く
、
五
星
は
珠
を
連つ
ら

ぬ
る
が
如
し
」
と
い
う
。
４
○
已
亡
一
句　

飛
鳥
は
、
書

の
筆
勢
が
鳥
が
飛
び
た
つ
よ
う
に
勢
い
が
あ
る
こ
と
。
驚
蛇
は
、
蛇
が
草
む
ら
に
逃
げ
込
む
よ
う
に
、
筆
勢
に
す
ば
や
さ
が
あ
る
こ
と
。

『
宣
和
書
譜
』（
巻
一
九
）
釈
亜
棲
の
条
に
、「
世　

徒た

だ
張
の
顚
な
る
を
知
る
の
み
に
し
て
、実
は
顚
に
非
ざ
る
を
知
ら
ず
。
其
の
自
ら
「
吾

が
書
は
大
な
ら
ず
小
な
ら
ず
、
其
の
中
道
を
得
る
こ
と
、
飛
鳥
の
林
よ
り
出
で
、
驚
蛇
の
草
に
入
る
が
若ご
と

し
」
と
謂
う
を
観
る
に
至
り
て

は
、
則
ち
果
た
し
て
顚
な
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
一
句
は
、
失
わ
れ
た
白
居
易
の
筆
跡
に
つ
い
て
い
う
。
５
○
桂
子　

モ
ク
セ
イ
の
花
。
詩
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二
六

題
の
注
を
参
照
。
６
○
山
薑　

朮じ
ゆ
つの
異
名
。
和
名
オ
ケ
ラ
（『
国
訳
本
草
綱
目
』
巻
一
二
）。
キ
ク
科
の
多
年
草
で
、
薬
用
に
用
い
る
。
秋

に
白
色
あ
る
い
は
紅
紫
色
の
ア
ザ
ミ
に
似
た
花
を
咲
か
せ
る
。
こ
の
二
句
に
つ
い
て
一
韓
智
翃
は
、「
昔
、先
君
ノ
見
シ
ヨ
リ
ハ
、定
（
メ
）

テ
荒
廃
ス
ベ
キ
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
二
の
四
）
と
記
す
。
７
○
四
十
七
年　

詩
題
の
注
を
参
照
。
８
○
天
涯
一
句　

天
涯
は
、
空
の
果

て
。
極
め
て
遠
い
と
こ
ろ
を
い
う
。
流
落
は
、
流
浪
し
落
ち
ぶ
れ
る
。
淪
落
に
同
じ
。
白
居
易
「
琵
琶
行
」（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻

一
二
）
に
、「
同と
も

に
是
れ
天
涯
淪
落
の
人
、
相
逢
う
は
何
ぞ
必
ず
し
も
曽か
つ

て
相あ
い

識し

ら
ん
や
」
と
あ
る
。

　

香こ
う

山ざ
ん

居こ

士じ

白
楽
天
は
こ
の
地
に
筆
跡
を
留
め
、
天て
ん

竺じ
く

禅ぜ
ん

師じ

韜と
う

光こ
う

は
か
つ
て
こ
の
地
に
住
ま
っ
た
。
居
士
は
ひ
た
す
ら
玉
璧
を
連

ね
た
か
の
よ
う
な
詩
を
詠
じ
続
け
た
が
、
鳥
が
飛
び
立
ち
蛇
が
す
ば
や
く
逃
げ
る
か
の
よ
う
な
そ
の
筆
跡
は
す
で
に
な
い
。

　

寒
い
時
節
と
て
林
の
奧
の
モ
ク
セ
イ
の
木
に
は
花
も
な
く
、
雨
に
ぬ
れ
る
オ
ケ
ラ
が
病
ん
だ
よ
う
す
で
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
の
四
十
七
年
の
歳
月
は
ま
こ
と
一
場
の
夢
の
よ
う
。世
界
の
涯
へ
と
さ
す
ら
う
こ
の
身
を
思
え
ば
涙
が
こ
ぼ
れ
落
ち
る
。

 

（
担
当　

西
岡　

淳
）

二
〇
三
〇
（
施
三
五
―
九
）

過
大
庾
嶺

　

大だ
い

庾ゆ

嶺れ
い

を
過す

ぐ

１　

一
念
失
垢
汙　
　
　

一い
ち

念ね
ん　

垢こ
う

汙お

を
失う
し
な

え
ば

２　

心
身
洞
淸
淨　
　
　

心し
ん

身し
ん　

洞ど
う

に
し
て
清し
よ
う

浄じ
よ
う

３　

浩
然
天
地
閒　
　
　

浩こ
う

然ぜ
ん

た
る
天て
ん

地ち

の
間か
ん

４　

惟
我
獨
也
正　
　
　

惟た

だ
我わ

れ
の
み
独ひ
と

り
正た
だ

し
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二
七

５　

今
日
嶺
上
行　
　
　

今こ
ん

日に
ち　

嶺れ
い

上じ
よ
う

に
行ゆ

け
ば

６　

身
世
永
相
忘　
　
　

身し
ん

世せ
い　

永な
が

く
相あ
い

忘わ
す

る

７　

仙
人
拊
我
頂　
　
　

仙せ
ん

人に
ん　

我わ

が
頂
い
た
だ
き

を
拊な

で

８　

結
髮
受
長
生　
　
　

髪か
み

を
結ゆ

い
て
長ち
よ
う

生せ
い

を
受さ
ず

く

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

〇
大
庾
嶺　
『
元
和
郡
県
志
』
巻
三
五
「
韶
州
」
に
、「
大
庾
嶺
、
一
に
東
嶠
山
と
名
づ
く
、
即
ち
漢
の
塞
上
な
り
。（
曲
江
）
県
の
東
北

一
百
七
十
二
里
に
在
り
」
と
あ
る
。
今
の
江
西
省
と
広
東
省
の
隣
接
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
五
嶺
で
は
最
も
東
に
位
置
す
る
。

蘇
軾
は
の
ち
に
海
南
島
か
ら
北
へ
帰
還
す
る
際
、「
余　

昔　

嶺
を
過
ぎ
て
南
し
、
詩
を
龍
泉
の
鐘
上
に
題
す
。
今
復
た
過
ぎ
て
北
し
、

前
韻
に
次
す
」
と
題
す
る
、
こ
の
詩
に
次
韻
す
る
詩
を
作
っ
た
。

１
〇
一
念　

き
わ
め
て
短
い
時
間
。『
仁
王
般
若
波
羅
蜜
経
』
観
空
品
（『
大
正
蔵
』
第
八
巻
）
に
、「
九
十
刹
那
を
一
念
と
為
す
」
と
あ
る
。

２
〇
洞　

か
ら
り
と
開
い
て
い
る
さ
ま
。『
黄
帝
内
経
素
問
』
巻
一
「
四
気
調
神
大
論
」
に
、「
夏
気
に
逆
ら
え
ば
、
則
ち
太
陽
長
ぜ
ず
、

心
気
内
に
洞
な
り
」
と
あ
り
、
注
に
「
洞
は
、
中
の
空
な
る
を
謂
う
な
り
」
と
あ
る
。
３
〇
浩
然
一
句　

浩
然
の
気
は
、
天
地
の
間
に
満

ち
る
大
き
く
強
い
気
。『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
、「
曰
く
、「
我
れ
言
を
知
る
。
我
れ
善
く
吾
が
浩
然
の
気
を
養
う
」、と
。「
敢
え
て
問
う
、

何
を
か
浩
然
の
気
と
謂
う
」、
と
。
曰
く
、「
言
い
難
き
な
り
。
其
の
気
た
る
や
、
至
大
至
剛
、
直
を
以
て
養
う
て
害
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、

則
ち
天
地
の
間
に
塞ふ
さ

が
る
」」
と
あ
る
。
４
〇
惟
我
一
句　
『
荘
子
』
徳
充
符
篇
に
、「
命
を
地
に
受
く
る
は
、惟
だ
松
柏
の
み
独
り
在
り
て
、

冬
夏
に
青せ
い

青せ
い

た
り
。
命
を
天
に
受
く
る
は
、
惟
だ
舜
の
み
独
り
正
し
く
し
て
、
幸
い
に
能
く
正せ
い

生せ
い

に
し
て
以
て
衆
し
ゆ
う

生せ
い

を
正
す
」
と
あ
る
。

６
〇
身
世
一
句　

身
世
は
、
こ
の
身
と
こ
の
世
の
こ
と
。
鮑
照
「
詠
史
詩
」（『
文
選
』
巻
二
一
）
に
、「
君く
ん

平ぺ
い　

独
り
寂せ
き

漠ば
く

た
り
、
身
世　

両ふ
た

つ
な
が
ら
相あ
い

棄す

つ
」
と
あ
り
、
ま
た
白
居
易
「
渭い

村そ
ん

に
退
居
し
、
礼
部
の
崔
侍
郎
、
翰
林
の
銭
舎
人
に
寄
す
る
詩　

一
百
韻
」（『
白
居

易
集
箋
校
』
巻
一
五
）
に
、「
憐
れ
む
可べ

し　

身
と
世
と
、此こ
れ

よ
り
両ふ
た

つ
な
が
ら
相あ
い

忘わ
す

れ
ん
」
と
あ
る
。
７
８
〇
仙
人
・
結
髪
二
句　

拊
は
、
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二
八

撫
に
同
じ
く
、
な
で
る
こ
と
。
受
の
字
を
授
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
が
、
宋
本
施
注
に
従
う
。
李
白
「
乱
離
を
経
た
る
後
、
天
恩　

夜

郎
に
流
さ
る
。
旧
遊
を
憶お
も

い
て
懐お
も

い
を
書
し
、
江こ
う

夏か

韋い

太た
い

守し
ゆ

良り
よ
う

宰さ
い

に
贈
る
」
詩
（『
李
太
白
全
集
』
巻
一
一
）
に
、「
仙
人　

我
が
頂
を

撫
で
、
髪
を
結
い
て
長
生
を
受さ
ず

く
」
と
、
全
く
同
じ
二
句
が
あ
る
。
蘇
軾
は
、
謫
仙
人
と
し
て
の
李
白
の
詩
句
を
借
り
て
、
嶺
外
に
流
謫

さ
れ
る
自
ら
の
「
登
仙
」
を
詠
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

汚
れ
た
雑
念
を
さ
っ
と
な
く
し
て
、
心
身
と
も
に
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
っ
た
。
浩
然
の
気
が
満
ち
る
天
地
の
間
に
、
わ
た
し

一
人
だ
け
が
正
々
堂
々
と
立
っ
て
い
る
。

　

今
日
こ
の
大
庾
嶺
ま
で
や
っ
て
き
て
、
わ
が
身
も
世
の
こ
と
も
完
全
に
忘
れ
去
っ
て
し
ま
う
。（
李
白
と
同
じ
よ
う
に
）
仙
人

は
わ
た
し
の
頭
を
撫
で
、
髪
を
結
い
あ
げ
て
長
生
を
授
け
て
く
れ
た
。

二
〇
三
一
〜
二
〇
三
三
（
施
三
五
―
一
〇
〜
一
二
）

宿
建建
封
寺
曉
登
盡
善
亭

石
三
首

建け
ん

封ほ
う

寺じ

に
宿や
ど

り
、
暁
あ
か
つ
きに

尽じ
ん

善ぜ
ん

亭て
い

に
登の
ぼ

り
て
韶し
よ
う

石せ
き

を
望の
ぞ

む　

三さ
ん

首し
ゆ

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
作
。

〇
建
封
寺　

韶
州
（
広
東
省
）
の
寺
の
名
。『
方
輿
勝
覧
』
巻
三
五
「
韶
州
」
に
、「
尽
善
亭
、建
封
寺
に
在
り
」
と
あ
る
。
〇
尽
善
亭　
『
大

明
一
統
志
』
巻
七
九
「
韶
州
府
」
に
、「
尽
善
亭
、
府
城
の
東
一
百
里
に
在
り
、
宋
の
蘇
軾
嘗か
つ

て
此こ
こ

に
登
り
、
韶
石
を
望
み
て
詩
を
賦
す
」

と
あ
る
。
〇
韶
石　
『
太
平
寰
宇
記
』
巻
一
五
九
「
韶
州
・
曲
江
県
」
の
条
に
引
く
『
郡
国
志
』
に
よ
れ
ば
、
韶
石
は
、
大
き
さ
が
ほ
ぼ

同
じ
二
つ
の
石
で
、一
里
の
距
離
を
へ
だ
て
て
双
闕
の
よ
う
に
対
峙
し
て
い
る
。
昔
、舜
が
こ
の
石
に
登
っ
て
韶
楽
を
奏
で
さ
せ
た
た
め
、

韶
石
と
名
付
け
た
と
い
う
。
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二
九

二
〇
三
一
（
施
三
五
―
一
〇
） 

　

そ
の
一

１　

雙
闕
浮
光
照
短
亭　
　
　

双そ
う

闕け
つ　

光ひ
か
り

を
浮う

か
べ
て
短た
ん

亭て
い

を
照て

ら
す

２　

至
今
猿
鳥
嘯
靑
熒　
　
　

今い
ま

に
至い
た

る
ま
で　

猿え
ん

鳥ち
よ
う　

青せ
い

熒け
い

に
嘯う
そ
ぶ

く

３　

君
王
自
此
西
巡
狩　
　
　

君く
ん

王お
う　

此こ

れ
自よ

り
西に
し

の
か
た
巡じ
ゆ
ん

狩し
ゆ

せ
ば

４　

再
使
魚

舞
洞
　
　
　

再ふ
た
た

び
魚ぎ
よ

龍り
よ
う

を
し
て
洞ど
う

庭て
い

に
舞ま

わ
し
め
ん

１
〇
双
闕
一
句　

闕
は
、
宮
殿
や
祠
廟
な
ど
の
門
の
上
に
並
ぶ
楼
。『
蘇
軾
詩
注
解
（
十
二
）』
に
収
め
る
作
品
番
号
一
七
八
三
の
詩
の
注

を
参
照
。『
元
和
郡
県
志
』
巻
三
五
「
韶
州
・
曲
江
県
」
に
、「
韶
石
は
、県
の
東
北
八
十
里
に
在
り
。
両
石
相
対
し
、相
去
る
こ
と
一
里
。

石
の
高
き
こ
と
七
十
五
丈
、周
し
ゆ
う

廻か
い

五
里
、双
闕
に
似
た
る
有
り
、韶
石
と
名
づ
く
」
と
あ
る
。
〇
浮
光　

水
面
に
映
る
光
。
陳
・
陰
鏗
「
青

草
湖
を
渡
る
」
詩
（『
藝
文
類
聚
』
巻
九
）
に
、「
天
に
帯
び
て
迥
碧
を
澄
み
、
日
に
映
じ
て
浮
光
を
動
か
す
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
韶
石

に
浮
か
ぶ
光
を
い
う
。
〇
短
亭　

亭
は
、は
た
ご
や
。
古
く
は
長
亭
と
短
亭
が
あ
り
、五
里
ご
と
に
短
亭
、十
里
ご
と
に
長
亭
を
置
い
た
。

庾
信
「
哀
江
南
の
賦
」（『
庾
子
山
集
』
巻
一
）
に
、「
十
里
五
里
、
長
亭
短
亭
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
尽
善
亭
を
指
す
。
２
〇
至
今
一
句　

青
熒
は
、
青
く
光
る
さ
ま
。
揚
雄
「
羽
猟
の
賦
」（『
文
選
』
巻
八
）
に
、「
玉ぎ
ょ
く

石せ
き

嶜嶜し
ん

崟ぎ
ん

と
し
て
、
眩げ
ん

燿よ
う

青
熒
た
り
」
と
あ
り
、
李
善
の
注

に
「
青
熒
は
、
光
明
の
貌
」
と
あ
る
。
ま
た
、
張
九
齢
「
巫
山
高
」（『
全
唐
詩
』
巻
四
七
）
に
、「
巫
山　

天
と
近
し
、
煙
景　

長つ
ね

に
青

熒
た
り
」と
あ
る
。
３
４
〇
君
王
・
再
使
二
句　

君
王
は
、舜
の
こ
と
。
巡
狩
は
、天
子
が
諸
侯
の
国
を
巡
っ
て
視
察
す
る
こ
と
。『
孟
子
』

梁
恵
王
下
篇
に
、「
天
子
の
諸
侯
に
適ゆ

く
を
巡
狩
と
曰
う
。
巡
狩
と
は
、
守
る
所
を
巡
る
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
『
荘
子
』
至
楽
篇
に
、

「
咸か
ん

池ち

九き
ゆ
う

韶し
よ
うの
楽が
く

、
之
を
洞
庭
の
野
に
張
れ
ば
、
鳥
は
之
を
聞
い
て
飛
び
、
獣
は
之
を
聞
い
て
走
り
、
魚
は
之
を
聞
い
て
下く
だ

り
入
り
、

人じ
ん

卒そ
つ

は
之
を
聞
き
、
相あ
い

与と
も

に
還め
ぐ

（
環
）
り
て
之
を
観
る
」
と
あ
る
。

　

宮
門
上
に
並
ぶ
楼
の
よ
う
な
韶
石
に
浮
か
ん
だ
光
が
尽
善
亭
を
照
ら
す
。
山
の
（
青
い
光
の
）
中
で
今
で
は
猿
や
鳥
が
鳴
い
て
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三
〇

い
る
。
舜
が
こ
こ
よ
り
さ
ら
に
西
へ
と
巡
狩
す
れ
ば
、
広
大
な
洞
庭
の
野
の
魚
龍
も
韶
楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
こ
と
だ
ろ
う
。

二
〇
三
二
（
施
三
五
―
一
一
） 

　

そ
の
二

１　

蜀
人
文
賦
楚
人
辭　
　
　

蜀し
よ
く

人ひ
と

の
文ぶ
ん

賦ぷ　

楚そ

人ひ
と

の
辞じ

２　

堯
在
崇
山
舜
九
疑　
　
　

堯ぎ
よ
う

は
崇す
う

山ざ
ん

に
在あ

り　

舜し
ゆ
ん

は
九き
ゆ
う

疑ぎ

３　

主
若
非
眞
得
道　
　
　

聖せ
い

主し
ゆ　

若も

し
真ま
こ
と

に
道み
ち

を
得う

る
に
非あ
ら

ざ
れ
ば

４　

南
來
萬
里
亦
何
爲　
　
　

南な
ん

来ら
い

万ば
ん

里り　

亦ま

た
何な
に

か
為せ

ん

１
２
〇
蜀
人
・
堯
在
二
句　

〇
蜀
人
は
、司
馬
相
如
の
こ
と
。『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
に
引
く
「
大
人
の
賦
」
に
、「
唐と
う

堯ぎ
よ
うに
崇
山
に
歴よ
ぎ

り
、

虞ぐ

舜し
ゆ
んに
九き
ゆ
う

疑ぎ

に
過よ
ぎ

る
」
と
あ
り
、
注
（
正
義
）
に
、「
崇
山
は
、
狄て
き

山
な
り
。『
海
外
経
』
に
云
う
、「
狄
山
、
帝
堯
を
ば
其
の
陽
に
葬
る
」

と
。
九
疑
山
は
、
零
陵
の
営
道
県
に
あ
り
、
舜
を
ば
葬
り
処お

く
所
な
り
」
と
あ
る
。
楚
人
は
、
屈
原
の
こ
と
。『
楚
辞
』「
離
騒
」
に
、「
百

神
翳お
お

い
て
其
れ
備と
も

に
降く
だ

り
、
九
疑
繽ひ
ん

と
し
て
其
れ
並
び
迎
う
」
と
あ
り
、
王
逸
が
「
九
疑
は
、
舜
を
ば
葬
る
所
な
り
」
と
注
し
て
い
る
。

『
尚
書
』
舜
典
に
、「（
舜
）
驩か
ん

兜と
う

を
崇
山
に
放
つ
」
と
あ
り
、
孔
穎
達
の
疏
に
、「
禹
貢
に
崇
山
無
し
、
其
の
処と
こ
ろを

知
ら
ず
、
蓋
し
衡
嶺
の

南
に
在
る
な
り
」
と
あ
る
。
九
疑
は
、山
の
名
。
蒼
梧
山
と
も
い
い
、今
の
湖
南
省
寧
遠
県
の
南
に
あ
る
。『
史
記
』
五
帝
本
紀
に
、「（
舜
）

南
の
か
た
巡
狩
し
、
蒼そ
う

梧ご

の
野
に
崩
ず
。
江
南
の
九
疑
に
葬
る
」
と
あ
る
。

　

蜀
人
司
馬
相
如
の
賦
と
楚
人
屈
原
の
辞
に
よ
る
な
ら
ば
、
堯
は
今
も
崇
山
に
在
り
、
舜
は
九
疑
山
に
在
る
の
だ
。
聖
天
子
た
ち

が
も
し
確
か
に
不
死
の
道
を
会
得
し
た
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
万
里
の
彼
方
に
あ
る
南
方
の
山
に
来
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
。

二
〇
三
三
（
施
三
五
―
一
二
） 



362

南山読蘇会

三
一

　

そ
の
三

１　

嶺
海
東
南
月
窟
西　
　
　

嶺れ
い

海か
い

の
東と
う

南な
ん　

月げ
つ

窟く
つ

の
西に
し

２　

功
成
天
已
錫
玄
圭　
　
　

功こ
う

成な

り
て　

天て
ん　

已す
で

に
玄げ
ん

圭け
い

を
錫た
ま

う

３　

此
方
定
是
神
仙
宅　
　
　

此こ

の
方か
た　

定さ
だ

め
て
是こ

れ
神し
ん

仙せ
ん

の
宅た
く

４　

禹
亦
東
來
隱
會
稽　
　
　

禹う

も
亦ま

た
東と
う

来ら
い　

会か
い

稽け
い

に
隠か
く

る

１
〇
嶺
海　

嶺
南
の
地
。
海
に
近
い
の
で
か
く
呼
ぶ
。
嶺
南
は
唐
代
の
道
の
一
つ
。
五
嶺
（
湖
南
省
の
衡
山
か
ら
東
方
の
海
に
至
る
ま
で

の
山
系
で
、
五
つ
の
峰
が
あ
る
）
の
南
、
広
東
・
広
西
・
安
南
の
地
（『
旧
唐
書
』
地
理
志
）。
〇
月
窟　

月
の
沈
み
宿
る
と
こ
ろ
。
は
る

か
西
方
の
地
を
い
う
。
揚
雄
「
長
楊
の
賦
」（『
文
選
』
巻
九
）
に
、「
西
の
か
た
月げ

つ
こ
つ

を
厭お
さ

え
、
東
の
か
た
日
域
を
震ふ
る

わ
す
」
と
あ
り
、

李
善
は
服
虔
を
引
い
て
、「

の
音
は
窟
、
月
の
生
ず
る
所
な
り
」（
窟
の
漢
音
は
コ
ツ
）
と
い
う
。
意
味
上
も

は
窟
に
通
じ
、
五
臣

註
本
は
、「
月

」
を
「
月
窟
」
に
作
る
。
２
〇
功
成
一
句　

錫
は
、
賜
に
同
じ
。
玄
圭
は
、
黒
色
の
玉
器
で
、
殊
勲
が
あ
っ
た
人
に
与

え
る
。『
尚
書
』
禹
貢
に
、「
東
は
海
に
漸す
す

み
、
西
は
流
沙
に
被お
よ

び
、
朔き
た

と
南
は
声
教
の
曁お
よ

ぶ
ま
で
に
て
、
四
海
に
訖い
た

る
。
禹　

玄
圭
を
錫た
ま

わ
り
、
厥そ

の
成
功
を
告
ぐ
」
と
あ
る
。
３
〇
神
仙
宅　

神
仙
の
住
ま
い
。
孫
綽
「
天
台
山
に
遊
ぶ
の
賦
」（『
文
選
』
巻
一
一
）
に
、「
皆

な
玄げ
ん

聖せ
い

の
遊ゆ
う

化か

す
る
所
、
霊れ
い

仙せ
ん

の
窟く
つ

宅た
く

す
る
所
な
り
」
と
あ
る
。
４
〇
禹
亦
一
句　
『
史
記
』
夏
本
紀
に
、「
十
年
、
帝
禹　

東
の
か
た
巡

狩
し
、
会
稽
に
至
り
て
崩
ず
」
と
あ
り
、『
太
平
御
覧
』
巻
八
二
に
引
く
皇
甫
謐
『
帝
王
世
紀
』
に
、「（
禹
）
年
百
歳
に
し
て
、
会
稽
に

崩
ず
。
因
り
て
会
稽
山さ
ん

陰い
ん

の
南
に
葬
る
。
今　

山
上
に
禹
の
冢つ
か

有
り
」
と
あ
る
。

　

東
南
は
嶺
海
か
ら
、
西
は
月
の
隠
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
蓋
世
の
功
労
に
よ
っ
て
天
か
ら
す
で
に
玄
圭
を
賜
わ
っ
た
。
こ
の
辺
り

は
き
っ
と
神
仙
の
住
ま
い
な
の
だ
。
だ
か
ら
禹
も
東
の
か
た
会
稽
に
隠
れ
棲
ん
だ
の
だ
。

 

（
担
当　

蔡　

毅
）
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三
二

二
〇
三
四
（
施
三
五
―
一
三
）

月
華
寺＊

　

月げ
つ

華か

寺じ

１　

天
公
胡
爲
不
自
憐　
　
　

天て
ん

公こ
う　

胡な
ん

為す

れ
ぞ
自み
ず
か

ら
憐あ
わ

れ
ま
ず
し
て

２　

結
土
融
石
爲
銅
山　
　
　

土つ
ち

を
結む
す

び
石い
し

を
融と

か
し
て
銅ど
う

山ざ
ん

と
為な

す

３　

萬
人
採
斲
富
媼
泣　
　
　

万ば
ん

人じ
ん　

採と

り
斲ほ

っ
て
富ふ

媼お
う

泣な

き

４　

祇
有
金
帛
資
豪
姦　
　
　

祇た

だ
金き
ん

帛ぱ
く

の
豪ご
う

姦か
ん

を
資た
す

く
る
有あ

る
の
み

５　

脫
身
獻
佛

可
料　
　
　

身み

を
脫だ
つ

し
て
仏ほ
と
け

に
献け
ん

ず　

意こ
こ
ろ　

料は
か

る
可べ

し

６　

一
瓦
坐
待
千
金
還　
　
　

一い
ち

瓦が　

坐い

な
が
ら
に
し
て
千せ
ん

金き
ん

の
還か
え

る
を
待ま

つ

７　

月
華
三
火
豈
天
　
　
　

月げ
つ

華か

の
三さ
ん

火か

は
豈あ

に
天て
ん

意い

な
る
か

８　

至
今
茇
舍
依
榛
菅　
　
　

今い
ま

に
至い
た

る
ま
で　

茇は
つ

舎し
や　

榛し
ん

菅か
ん

に
依よ

る

９　

僧
言
此
地
本

象　
　
　

僧そ
う

は
言い

う　

此こ

の
地ち　

本も

と
龍り
ゆ
う

象ぞ
う

10　

興
廢
反
掌
曾
何
艱　
　
　

興こ
う

廃は
い　

掌
た
な
ご
こ
ろ

を
反か
え

す　

曽す
な
わ

ち
何な
ん

ぞ
艱か
ん

な
ら
ん
や

11　

高
巖
夜
吐
金
碧
氣　
　
　

高こ
う

巖が
ん　

夜よ
る

に
吐は

く　

金き
ん

碧ぺ
き

の
気き

12　

曉
得
異
石
靑
斕
斑　
　
　

暁
あ
か
つ
き

に
得え

た
り　

異い

石せ
き

の
青あ
お

く
し
て
斕ら
ん

斑は
ん

た
る
を

13　

坑

窟
發
錢
涌
地　
　
　

坑こ
う

よ
り
流な
が

れ
窟く
つ

よ
り
発は
つ

し
て　

銭せ
ん　

地ち

に
湧わ

く

14　

暮
施
百
鎰
朝
千
鍰　
　
　

暮く
れ

に
百ひ
や
く

鎰い
つ

を
施ほ
ど
こ

し
て
朝あ
し
た

に
千せ
ん

鍰か
ん

15　

此
山
出
寶
以
自
賊　
　
　

此こ

の
山や
ま　

宝た
か
ら

を
出い

だ
し
て
以も
つ

て
自み
ず
か

ら
賊そ
こ
な

う
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16　

地
脈
已
斷
天
應
慳　
　
　

地ち

脈み
や
く　

已す
で

に
断た

た
る
る
は　

天て
ん　

応ま
さ

に
慳お

し
む
べ
し

17　

我
願
銅
山
化
南
畝　
　
　

我わ

れ
願ね
が

わ
く
は　

銅ど
う

山ざ
ん

の
南な
ん

畝ぽ

と
化か

し
て

18　

爛
漫
黍
麥
蘇
惸
鰥　
　
　

爛ら
ん

漫ま
ん

た
る
黍し
よ

麦ば
く　

惸け
い

鰥か
ん

を
蘇そ

せ
ん

19　

道
人
修
道
要
底
物　
　
　

道ど
う

人じ
ん　

道み
ち

を
修お
さ

め
て
底な
に

物も
の

を
か
要よ
う

せ
ん

20　

破
鐺
煮
飯
茅
三
閒　
　
　

破は

鐺そ
う　

飯め
し

を
煮に

て　

茅ぼ
う　

三さ
ん

間け
ん

　
〔
原
注
〕　 

寺
鄰
岑
水
場
、
施
者
皆
坑
戶
也
。
百
年
閒
、
蓋
三
焚
矣
（
寺て
ら

は
岑し
ん

水す
い

場じ
よ
う

に
隣と
な
り

す
、
施ほ
ど
こ

す
者も
の

は
皆み

な
坑こ
う

戸こ

な
り
。

百ひ
や
く

年ね
ん

間か
ん

、
蓋け
だ

し
三み

た
び
焚や

け
り
）

紹
聖
元
年
（
一
〇
九
四
）、
五
十
九
歳
の
と
き
、
恵
州
（
広
東
省
）
に
流
さ
れ
る
途
中
、
韶
州
（
広
東
省
）
で
の
作
。

○
月
華
寺　

韶
州
の
寺
院
。『（
広
東
省
）
韶
州
府
志
』
巻
二
六
「
古
跡
・
寺
観
」
の
条
に
、「
月
華
寺
は
、
城
の
南
一
百
里
に
在
り
。
岑し
ん

水す
い

銅ど
う

場じ
よ
うに

附ふ

近き
ん

す
。
梁
の
天
竺
僧
の
智ち

薬や
く

創は
じ

む
。
唐と
う

招し
よ
う

提だ
い

の
朗ろ
う

法
師　

法
を
演の

ぶ
る
の
地
な
り
。
宋
の
紹
聖
の
初
め
に
重
建
す
」と
あ
る
。

羅
大
経
『
鶴
林
玉
露
』
乙
編
巻
三
に
、
蘇
軾
が
海
南
島
か
ら
北
帰
す
る
際
に
こ
の
月
華
寺
を
通
っ
た
と
こ
ろ
、
寺
の
法
堂
が
ち
ょ
う
ど
落

成
を
迎
え
て
お
り
、
寺
僧
が
堂
屋
の
梁は
り

に
題
字
す
る
よ
う
蘇
軾
に
頼
み
、
蘇
軾
は
喜
ん
で
筆
を
執
っ
た
が
、
題
字
は
一
晩
で
盗
ま
れ
た
と

い
う
記
述
が
み
え
る
。

１
○
天
公　

天
の
こ
と
。
天
帝
。
２
○
結
土
一
句　

孫
綽
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」（『
文
選
』
巻
一
一
）
に
、「
融
け
て
は
川せ
ん

瀆と
く

と
為な

り
、

結
ん
で
は
山さ
ん

阜ぷ

と
為
る
」
と
あ
る
。
銅
山
は
、
銅
を
産
す
る
山
。『
漢
書
』
鄧
通
伝
に
、「
是
に
於
て
通つ
う

に
蜀
の
厳げ
ん

道ど
う

の
銅
山
を
賜
い
、
自

ら
銭
を
鋳ち
ゆ
うす
る
を
得
し
む
」
と
あ
る
。
３
○
斲　

ほ
る
。
け
ず
る
。
○
富
媼　

母
な
る
大
地
の
神
。『
漢
書
』
礼
楽
志
に
引
く
「
郊
祀
歌

十
九
章
」
の
「
帝
臨
二
」
に
、「
后こ
う

土ど

は
富
媼
に
し
て
、
三
光
を
昭
明
に
す
」（
后
土
は
、
地
の
神
。
三
光
は
、
日
・
月
・
星
）
と
あ
り
、

注
に
張
晏
を
引
い
て
、「
媼
は
、
老
母
の
称
な
り
。
坤
を
ば
母
と
為
す
、
故
に
媼
と
称
す
。
海
内
の
安
定
す
る
は
、
富
媼
の
功
な
る
耳の
み

」

と
い
う
。
４
○
金
帛　

黄
金
と
絹
。
広
く
財
貨
を
い
う
。
○
豪
姦　

横
暴
で
悪
辣
な
こ
と
。『
史
記
』
酷
吏
・
王
温
舒
伝
に
、「
素も

と
広こ
う

平へ
い

に
居
り
し
時
、
皆
な
河か

内だ
い

の
豪
姦
の
家
を
知
る
」
と
あ
る
。
５
６
○
脫
身
・
一
瓦
二
句　

一
韓
智
翃
は
、「
坑
戸
ノ
銅
ホ
リ
ド
モ
ガ
、
身
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三
四

ニ
所
持
ノ
財
ヲ
脫
捨
シ
テ
、
仏
ニ
マ
イ
ラ
ス
ル
心
モ
ニ
ク
イ
心
ゾ
。
仏
ヲ
バ
尊
バ
イ
デ
、
瓦
一
（
ツ
）
ホ
ド
仏
ニ
モ
ノ
ヲ
マ
イ
ラ
セ
タ
ラ

バ
、
千
金
ホ
ド
モ
ド
リ
カ
エ
サ
ウ
ズ
程
ニ
、
銭
ヲ
マ
イ
ラ
ス
ル
銅
ヲ
、
ヨ
ウ
ホ
ラ
セ
テ
タ
マ
ハ
レ
ト
云
（
フ
）
心
デ
、
仏
ニ
モ
ノ
ヲ
マ
イ

ラ
ス
ル
程
ニ
、
ニ
ク
イ
意
根
デ
ア
ル
ゾ
」（『
四
河
入
海
』
巻
五
の
三
）
と
記
す
。
７
○
三
火　

月
華
寺
が
百
年
に
三
た
び
火
災
に
見
舞
わ

れ
た
こ
と
を
い
う
。
原
注
を
参
照
。
８
○
茇
舎　

野
宿
す
る
。『
周
礼
』
夏
官
司
馬
「
大
司
馬
」
に
、「
中
夏
、
茇
舎
せ
し
む
」
と
あ
り
、

鄭
注
に
、「
之
を
草
止
せ
し
む
る
な
り
。
軍
に
草
止
の
法
有
り
」（
草
止
は
野
宿
す
る
こ
と
）
と
あ
る
。
○
榛
菅　

叢
生
し
た
草
木
の
し
げ

み
。「
張
山
人
を
訪
う
て
山
中
の
字
を
得
た
り　

二
首
」
そ
の
一
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
四
冊
四
六
〇
頁
）
を
参
照
。
９
○
龍
象　

仏

教
で
、す
ぐ
れ
た
識
見
・
力
量
を
も
つ
僧
侶
の
こ
と
。『
大
智
度
論
』
巻
三
「
初
品
・
共
摩
訶
比
丘
僧
第
六
」（『
大
正
蔵
』
第
二
五
巻
）
に
、

「
諸
無
数
阿
羅
漢
の
中
に
最
も
大
い
な
る
力
あ
り
、
是こ
こ

を
以
て
故
に
龍
の
如
く
象
の
如
し
と
言
う
。
水
行
の
中
に
龍
の
力
大お
お

い
に
し
て
、

陸
行
の
中
に
象
の
力
大
い
な
れ
ば
な
り
」
と
あ
る
。
寺
僧
が
、
月
華
寺
は
そ
う
し
た
高
僧
を
輩
出
し
て
き
た
と
説
く
の
で
あ
る
。
10
○
反

掌　

手
の
ひ
ら
を
返
す
。
容
易
な
こ
と
を
い
う
。『
漢
書
』
枚
乗
伝
（「
上
書
し
て
呉
王
を
諫い
さ

む
」）
に
、「
為な

さ
ん
と
欲
す
る
所
を
変
ず
る

は
、
掌
を
反
す
よ
り
も
易や
す

く
、
泰
山
よ
り
も
安や
す

し
」
と
あ
る
。
11
○
金
碧
気　

金
色
で
碧あ
お

い
気
。
杜
甫
「
木も
く

皮ひ

嶺れ
い

」
詩
（『
杜
詩
詳
注
』

巻
九
）
に
、「
潤う
る
おい
て
金
碧
の
気
を
聚あ
つ

め
、
清
く
し
て
沙さ

土ど

の
痕こ
ん

無
し
」
と
あ
る
。
ま
た
、『
史
記
』
天
官
書
に
、「
金き
ん

宝ぽ
う

の
上
、
皆
な
気

有
り
、察
せ
ざ
る
可べ

か
ら
ず
」
と
あ
る
。
12
○
斕
斑　

色
彩
が
混
じ
り
合
う
さ
ま
。
白
居
易
「
郡
中　

春
に
讌え
ん

し
、因
り
て
諸
客
に
贈
る
」

詩
（『
白
居
易
集
箋
校
』
巻
一
一
）
に
、「
闇あ
ん

淡た
ん

と
し
て
緋ひ

衫さ
ん

故ふ

り
、
斕
斑
と
し
て
白は
く

髪は
つ

新
た
な
り
」
と
あ
る
。
14
○
暮
施
一
句　

鎰
と
鍰

は
、重
さ
の
単
位
。
鎰
は
二
十
両
、鍰
は
六
両
と
い
う
が
、他
の
説
も
あ
る
。
一
韓
智
翃
は
、「
サ
テ
人
ガ
多
ク
仏
ニ
モ
ノ
ヲ
マ
イ
ラ
セ
テ
、

財
ヲ
祈
（
ル
）
ゾ
。
坑
戸
ノ
民
ガ
、
仏
ニ
銅
（
ヲ
）
祈
リ
テ
、
物
ヲ
施
（
ス
）
ゾ
。
サ
ル
程
ニ
、
此
（
ノ
）
寺
ヲ
再
造
セ
ン
コ
ト
ハ
、
ヤ

ス
イ
事
ゾ
ト
僧
ガ
云
（
フ
）
ゾ
」
と
記
す
。
15
○
自
賊　

自
分
を
傷
つ
け
損
な
う
。『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
、「
是
の
四し

端た
ん

有
り
て
、
而

も
自
ら
能
わ
ず
と
謂
う
者
は
、
自
ら
賊
う
者
な
り
」
と
あ
る
。
16
○
地
脈　

地
の
す
じ
み
ち
。
こ
れ
を
断た

っ
た
者
に
は
、
天
罰
が
く
だ
る

と
さ
れ
た
。『
史
記
』
蒙
恬
列
伝
に
、「
恬
が
罪
、
固も
と

よ
り
死
に
当
た
れ
り
。
臨り
ん

洮と
う

に
起
こ
り
、
之
を
遼り
よ
う

東と
う

に
属
す
。
城じ
よ
う

塹ざ
ん

万ば
ん

余よ

里り

、
此

れ
其
の
中う
ち

地
脈
を
断
つ
無
き
こ
と
能あ
た

わ
ざ
ら
ん
や
」
と
あ
る
。
○
天
応
慳　

天
慳
は
、
天
が
惜
し
み
か
く
す
こ
と
。「
凌
虚
台
」
詩
（『
蘇

東
坡
詩
集
』
第
一
冊
五
四
六
頁
）
に
、「
崩ほ
う

騰と
う

し
て
幽
賞
に
赴
き
、
披ひ

豁か
つ

し
て
天
慳
を
露あ
ら

わ
す
」
と
あ
る
。
そ
の
注
を
参
照
。
17
○
南
畝　
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三
五

田
畑
の
こ
と
。『
詩
経
』
豳ひ
ん

風ぷ
う

「
七
月
」
に
、「
我
が
婦ふ

子し

と
同と
も

に
、
彼か

の
南
畝
に
饁
か
れ
い
いす
」
と
あ
る
。
18
○
爛
漫　

溢あ
ふ

れ
る
ほ
ど
に
豊
か
な

さ
ま
。「
子
由
に
和
す　

四
首
、
韓
太
祝
が
「
太
山
に
遊
ぶ
を
送
る
」」
詩
の
注
（『
蘇
東
坡
詩
集
』
第
三
冊
五
三
一
頁
）
を
参
照
。
○
惸

鰥　

身
寄
り
の
な
い
人
。
家
族
の
い
な
い
人
。
柳
宗
元
「
韶
州
の
裴
曹
長
使
君
が
道
洲
の
呂
八
大
使
に
寄
せ
、
以
て
示
さ
る
る
に
酬
ゆ　

二
十
韻
」（『
柳
河
東
集
』
巻
四
二
）
に
、「
亡
に
在
り
て
均ひ
と

し
く
寂
寞
、
零
落　

惸
鰥
を
間ま
じ

う
」
と
あ
る
。
19
○
道
人　

道
を
得
た
人
。

ま
た
、
道
を
求
め
る
人
。
仏
教
の
僧
侶
に
も
道
教
の
道
士
に
も
い
う
。
こ
こ
で
は
前
者
。
20
○
破
鐺
煮
飯　

鐺
は
鼎
の
よ
う
に
足
が
三
本

あ
る
な
べ
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
八
、
汾
州
大
達
無む

業ご
う

国
師
の
条
に
、「
他か

の
古
徳
の
道ど
う

人じ
ん　

意
を
得
た
る
の
後
、
茅ぼ
う

茨し

の
石
室
に
て
、

折せ
つ

脚き
や
く

鐺そ
う

子し

裏り

に
向お

い
て
飯
を
煮
て
喫
し
て
三
十
二
十
年
を
過
ご
す
を
看
よ
。
名
利
は
懐こ
こ
ろを
干お
か

さ
ず
、
財
宝
に
は
念お
も

い
を
為
さ
ず
、
大
い

に
人
世
を
忘
れ
、
跡
を
巖
叢
に
隠
す
。
君
王
命め
い

ず
れ
ど
も
来
た
ら
ず
、
諸
侯
請こ

え
ど
も
赴
か
ず
」
と
あ
る
。
○
茅
三
間　

部
屋
が
三
つ
の

茅か
や

葺ぶ

き
の
家
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
一
、
杭
州
霊
隠
山
高
厳
院
咸か
ん

沢た
く

禅
師
の
条
に
、
あ
る
僧
が
「
如い

何か

な
る
か
是
れ
高
厳
の
家
風
」
と

問
う
た
の
に
対
し
、咸
沢
が
、「
一い
ち

塢う

の
白
雲
、三さ
ん

間け
ん

の
茆ぼ
う

屋お
く

」（
茆
は
茅
に
通
じ
る
）
と
答
え
た
話
が
み
え
る
。
○
〔
原
注
〕　

岑
水
場
は
、

韶
州
に
あ
っ
た
鉱
石
の
採
掘
場
で
、こ
の
詩
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
主
に
銅
や
銀
を
産
し
た
。『
輿
地
紀
勝
』
巻
九
〇
「
古
跡
・
岑
水
場
」

に
、「
岑
水
場
、
銀
・
銅
を
出
産
す
。
慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）、
置
く
」
と
あ
る
（
宋
・
張
端
義
『
貴
耳
集
』
巻
下
「
韶
州
涔0

水
場

…
…
」
に
は
、
産
出
量
な
ど
に
つ
い
て
の
や
や
詳
し
い
記
述
が
み
え
る
）。
施
は
、
ほ
ど
こ
し
を
す
る
。
寺
や
僧
侶
に
金
品
を
与
え
る
。

坑
戸
は
、採
掘
者
。
宋
・
趙
彦
衛
『
雲
麓
漫
鈔
』
巻
二
に
、「
三
両
日
を
俟ま

ち
て
再
び
煎い

り
て
碎さ
い

銀ぎ
ん

と
成
し
、五
十
三
両
毎ご
と

に
一
包
と
為な

し
、

坑
戸
と
三
七
も
て
之
を
分
か
つ
。
官
は
三
分
を
収
め
、
坑
戸
は
七
分
を
得う

」
と
あ
る
。
焚
は
、
焼
け
る
。
火
災
に
遭
う
。

　

天
は
な
ぜ
我
が
身
を
い
と
お
し
む
こ
と
な
く
、
土
を
固
め
石
を
融
か
し
て
銅
山
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
だ
ろ
う
。
無
数
の
人
々
が

我
れ
先
に
採
掘
す
れ
ば
、
母
な
る
大
地
の
神
は
泣
き
、
横
暴
な
悪
党
ど
も
の
懐
に
財
宝
が
入
る
ば
か
り
だ
。
身
銭
を
切
っ
て
喜
捨

す
る
彼
ら
に
は
き
っ
と
下
心
が
あ
っ
て
、
か
わ
ら
一
枚
ほ
ど
の
施
し
で
千
金
の
御
利
益
あ
れ
と
思
え
ば
こ
そ
な
の
だ
。

　

そ
う
す
る
と
月
華
寺
が
三
た
び
火
に
見
舞
わ
れ
た
は
天
の
意
志
か
。
今
は
僧
た
ち
が
草
木
の
茂
み
に
仮
住
ま
い
を
し
て
い
る
。

彼
ら
は
そ
れ
で
も
言
う
、「
こ
の
地
は
そ
も
そ
も
高
僧
の
多
く
出
る
と
こ
ろ
で
、
お
寺
を
再
興
す
る
の
は
手
の
ひ
ら
を
反か
え

す
よ
う
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三
六

に
た
や
す
い
こ
と
で
す
。
夜
に
岩
山
か
ら
金き
ん

碧ぺ
き

の
銅
の
気
が
立
ち
の
ぼ
れ
ば
、
翌
朝
に
は
青
色
が
入
り
ま
じ
っ
た
珍
し
い
鉱
石
が

現
れ
ま
し
ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
地
に
穿
っ
た
銅
坑
か
ら
銭
が
湧
い
て
流
れ
出
る
よ
う
な
も
の
。
暮
れ
に
は
百
鎰い
つ

、
あ
く
る
朝
に
は

千
鍰か
ん

の
お
布
施
が
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
。

　

こ
の
山
が
宝
を
産
出
す
る
の
は
自
分
の
身
を
損
な
う
に
等
し
い
こ
と
。
地
脈
が
す
で
に
断
た
れ
た
の
は
天
が
そ
れ
を
慳お

し
ん
だ
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。そ
れ
よ
り
も
銅
山
を
田
畑
に
換
え
て
、キ
ビ
や
麦
を
た
っ
ぷ
り
実
ら
せ
て
身
寄
り
な
き
者
を
救
え
な
い
も
の
か
。

　

道
人
た
ち
よ
、
修
行
を
す
る
に
何
が
必
要
な
の
か
。
三
部
屋
の
茅か
や

葺ぶ

き
に
住
ま
い
、
脚
折
れ
の
鼎か
な
え

で
飯
を
炊
く
こ
そ
よ
ろ
し

か
ろ
う
に
。

 

（
担
当　

西
岡　

淳
）

〔
附
記
〕二
〇
二
三
年
四
月
二
十
一
日
、南
山
読
蘇
会
を
率
い
て
こ
ら
れ
た
山
本
和
義
先
生
が
館
を
捐
て
ら
れ
た
。
南
山
読
蘇
会
は
、

二
〇
〇
一
年
五
月
二
十
六
日
か
ら
、
南
山
大
学
の
会
議
室
を
借
り
て
開
催
し
て
い
た
が
、
今
か
ら
六
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、
先
生
の

ご
健
康
を
配
慮
し
て
、ご
自
宅
近
く
の
公
民
館
を
借
り
て
開
く
よ
う
に
な
っ
た
（
現
在
は
大
学
で
開
催
）。
開
始
以
来
二
十
余
年
、

先
生
を
含
む
構
成
メ
ン
バ
ー
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。こ
の
間
に
先
生
か
ら
賜
っ
た
学
恩
は
も
と
よ
り
計
り
知
れ
ず
、

我
々
の
悲
し
み
は
い
つ
ま
で
も
尽
き
る
こ
と
が
な
い
が
、
先
生
の
教
え
は
我
々
の
な
か
に
生
き
続
け
る
。
そ
れ
を
こ
の
『
蘇
軾
詩

注
解
』
に
よ
っ
て
今
後
も
か
た
ち
に
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
な
お
、『
注
解
（
一
）』
冒
頭
の
山
本
先
生
の
「
序
言
」
に
あ
る
よ

う
に
、
我
々
は
京
都
読
蘇
会
の
後
を
継
い
で
、『
施
注
蘇
詩
』
巻
二
七
の
「
王
晉
卿
作
煙
江
疊
嶂
図
云
々
」
か
ら
会
読
を
始
め
た
。

そ
し
て
二
〇
一
七
年
一
二
月
、
蘇
軾
の
海
外
流
謫
か
ら
北
帰
に
至
る
最
晩
年
の
作
を
先
生
と
と
も
に
読
了
し
た
後
は
、『
橄
欖
』

所
収
の
小
川
環
樹
『
蘇
東
坡
詩
集
補
』（
山
本
和
義
補
訂
）
を
承
け
て
、「
夜
過
舒
堯
文
戲
作
」
詩
（『
施
注
蘇
詩
』
巻
一
五
）
か

ら
会
読
を
再
開
し
た
。
現
在
は
、
蘇
軾
の
黄
州
流
謫
時
の
諸
作
を
読
み
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
西
岡
記
）。


